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序 文

(財)情 報 処理 研 修 セ ンター で は,コ ン ピュ ー タ6普 及 に対 応 して ,シ ステム

工 学,シ ス テ ム分 析,さ らに情 報 処理 技 術 に関す る教 育 が ,ア メ リカの 大学

な どで どの よ うに行 われ て い る か,そ の 教育の 実情 と教科 内 容 につ き調 査す

る た め,昭 和50年6月 に調 査 団(団 長 筑 波大 学教 授 西 村 敏 男氏 〉を派ヒ
遣 い た しま した。`

この 報告 書は,調 査 の成 果 を と りま とめた もの であ ります が ,報 告 書 の 一

部 に,上 記 問 題 につ い て別 個 に入 手 した資 料 を若干 補足 し,内 容 の充 実 をは

か りま した。 この 報 告 書が,上 記 問 題 に 関心 を もつ 方 々の ご参 考 に なれ ば
,

幸 い で あ りま す。

調査 団 の 派 遣 に際 し,ご 協 力い た だ い た 訪問 先 の方 々 ,ま た,ご 多忙 の 中

を団 長 と して調 査 に ご参 加 い ただ い た 西村 敏 男 氏 に,厚 くお礼 申 し上 げ ます 。

昭 和51年3月

(財)情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー

理事長 山 内 二 郎
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・Prof
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.J.L.iV[cKenney

IIlinoiSUniver8ity

・ 室 賀 三 郎 教 授(DepartmentofComputerSeience)

・Prof .F.Hansen(〃)

◆P・ ・f ・G.K・mp・P(〃)
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全体的な まとめ

い くつ か の 代 表 的 な 大 学,教 育 機 関 を巡 っ て み て 受け た 共通 的 な感 想 は お

お よそ次 の よ うな もの で あ る。

、

い ろい ろ の学 部 が 多 くの 講義 を用 意 してい て,学 生 は ア ドバ イ ザ ーに 相談

して コース を選 べ る よ うにな っ てい る。 大学 で は,特 定 学 部所 属の 学生 も,

そ の 学部 個 有 の 単位 の 足 か せが 少 な く,他 の 学 部 の 単位 取得 もか な り自由 に

認 め られ る よ うにな っ て い る。
t

目的 に応 じ て教 育 の 性 格,内 容 が,サ イ エ ンス志 向,ス ペ シァ リス ト志 向,

ゼネ ラル ・マ ニ ジ ャー志 向 とい っ た よ うに異 な る。 ま た大 学 に よって は,あ

る程 度 そ の 地域 社 会を 背景 として お り,そ の地 域社 会 の短 期 的 な経 済 動向 が

教 育 に反 応 す る といっ た こ とも感 じ られ た(具 体 的 に はあ げ に くいが,イ リ

ノ イ大,ス タ ンフ ォー ド大 な どで,話 の 中か ら そ う した ニ ュアンスを感 じた)。

、 どの シス テ ム に つ い て も ソ フ トウエ アの 蓄 積 はす ば ら しい。 手軽 に 利 用 で

き る し,マ ニ ュ アル も よく整っ て い る。 また,教 育 上 に も有 効 に 利用 さ れ て

い る。 こ うした もの は メ ー カ ーが 開 発 し た もの もあ ろ うし,大 学 が独 自に 開

発 した もの もあ ろ うが,大 型,小 型 の システ ム を問 わず よく充 実 してい る と

感 じた 。 マ ネ ジ メ ン ト・ゲ ームな ど も,そ の 有 効 な 利 用 に は 日本 的風 土 に 問

題 が あ る との意 見 も あるが,有 力 な 教育 手段 と評 価 す る入 も多 い。 例 え ば,

カー ネ ギ ー ・メ ロ ン大 学 の開発 した もの な どを輸 入 して,若 干 日本 的 に作 り

か え て 日本 で も使 え る よ うに した い もの で あ る。 現 在,日 本 の1大 学 で 作 る

の は い ろ い ろ の 制約 上 むず か しい 面 もあ るが,適 当 な 中立 機 関の プ ロジ ェク

トとして,諸 大 学,諸 メ ー カーの協 力下 に作 業 を進 め る こ とを考 え てみ て も

一3一



よいの では ない か。 マ ネ ジ メ ン ト ・ゲ ームに 限 らず,教 育 上 必 要 な ソフ トウ

エアに つ い て も同 様 で あ る。

計 算機 が手 軽 に利 用 で き る。

・学 内 に 計算 機が 多 い。

・端末 が 学 内 の到 る所 に あ り,容 易 に利 用 で きる。

・管理 が寛 容 であ る(端 末 室が24時 間 開放,あ る いは夜12時 まで使 用

可 能)。

アメ リカ に較 べ る と・ 目 木の 大学,教 育 機関 の 計 算 機 は少 な い と感 じ た。

台 数 が少 な い し,規 模 も小 きh。 また,TSSで は利 用 で きな い とか,TSS

とパ ッチ との互換 性 が 悪 い とか,TSSで 利 用 で きるが 端末 台数 に極 端 な制 限

が あ る とい っ た よ うに,シ ステ ムの 柔 軟 性 に大 きな 問 題 が あ る。 さ らに ま た,

端 末 の価 格 が高 す ぎて 購入 で きな い,と い うよ うに,手 軽 に利用 す るに は 制

約 が 多す ぎ る。 この様 子 で は,計 算 機 を使 っ ての 研究,教 育 の 面 で,米 国 に

ます ます 水 を あけ られ る で あろ う。

`

大 学 が 大局 的 に産 業 に寄 与 して い る面 が 大 きい と感 じ た。 末 端 の 研 究 室 で

は ど うか わ か らな いが,特 定 の 企業 の 下請 け でな く,大 学 の 先 導 的 な大型 プ

ロジ ェ ク トの研究,開 発(MAC(MIT),PLATO(イ リノ イ大)な ど)を

企 業 が 工業 化,商 業 化 してい く,と い っ た もの が あ る。

最 近,私 立大 学 は 不景 気 の 影 響 を 強 く蒙 っ て困却 して お り,各 種 研 究 プ ロ

ジ ェ ク トに対 す るNSFな どか らの 助 成 の削 減 な どがあ る ら しい。'ま た,州

立 大 に も州政 府 か らの予 算 削 減が せ まっ てい る。 州議 会 の 高等 教 育 に対 す る

評 価 が 落 ち て きて い る。 これ らは研 究助 手 な どの削 減,研 究 費 の 削 減,運 用

費 の削 減,ス タ ッフの給 与上 昇率 の低 下,ス タ ッフ の 整理 とい う形 で 現わ れ

て い る。
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■SRI(IBM,NewYork)

コ ン ピュ丁 タ'サ イ エ ン ス的 な講義 は少 な くな
っ てい る。 これ は 現場 か

ら来 る受 講 者 か らの 要 求 で もあ る。 しか し,純 粋 な実 務 教育 ではな い か ら,

例 えば,デ ータ ベ ース な どに っ い て い えば,デ ータ ベ ース の根 本思 想,導

入 に際 しての 問題 点 な ど とい うこ とは,講 義す るが,IMSに つ い て,I

MSの 使 い方 とい う よ うな もの は教 えて い な い。

●
OSに つ い て も,IBMのOSそ の もの の教 育 で はな く,GCOS ,EXEC

8な どの 比較 検 討,OSの 思 想 とい うもの に 重点 が 置 か れ て い る
。

8

教 材作 成 に よく時間 をかけ てい る こと と,教 材 が よ く整備 され て い るこ

とに感 心 した。

システ ムや プロ グ ラム の 評 価 に関 す る資 料 が整 っ て き たの で ,そ の 関係

の 講義 が か な りあ り,そ の 中 で確 率,統 計 の手 法 が 到 る所 で使 わ れ てい る
。

`

システ ム の分 折 と設 計,ア ー キ テ クチ ャア な どの ほ か に,マ ネ ジメ ン ト

関係 の こ ともSE教 育 に と り入 れ られ てい る。 また,受 講者 側 か らの 要 望

を直 接 と り入 れ て開 講 さ れ る もの もあ り,た とえば,マ イク ロ ・プ ログ ラ

ミン グの 講座 が そ うで あ る。

■MIT

コンピュータ・サ イエ ンス は独 立 した 学 部 で は な く,電 子 工 学 部の一 部 と

して ある。 こ こで はDoctorコ ースはMasterの 上 に あ る よ うで あ り
,

Masterの 教 育 に も特 に 職 業教 育 的 な 色彩 はな い よ うであ る
。Masterか

らDoctorに 進 む 学生 は1/3ぐ らい い る。

学 部 と人工 頭 脳 研 究 所 に は専 用の3台 のPDP」10が あ り,き わ め て
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解放 的 な空 気 であ る。 解 放的 な 空 気 とい うの は,

開発 さ れ た シ ス テ ム を 自由に利 用 す る こ とが で きる,

い ろいろの部屋に 自由に出入 りができ る(子 供 にプ ログラムを組ませ る言

語 な ど もあ り,小 学 生 な ど も端 末 を さわ りに 来 て い た),

共 通 の広 場(建 物 の 中)で は,じ ゅ うたん の 上 に 寝 そべ っ て討 論 を した り

昼 寝 を した り,. 、.,、

ネ ッ トワ ー クで 各地 の 計算 機 と交 信,

資料 室!図 書室ではない、)には教材 とか論文 がい ろい ろ置い てあ り,自 由

に出入 りし・ 自由に麟 で きる・ ∵ ㌍

な どで あ る。 学 内に は,い ろい ろの学 部 で 用 意 してい る情 報 処 理 に関連 した

講 義 が 、10q種 類 以 上 あ る。 ・.・.・ 一・

,

SloanSchool

企 業の大幹 部だけを養成す るこ とは目的 としていなヒ。 『ンピュ一夕関

係の麟 揮r二 矩 も力が恒 担 いる・os・ コ ンパイパ ど納 部

構造 まで立ち入って徹低 した教育が行 われて いる様 子 である。

■ ハ ーバ ー ド大 学 ビジ ネス:ス ク ニル

ゼ ネ ラル ・マ ニ ジ ャー の育 成 を目的 とし てお り,過 去 の実 績 か ら絶大 な

自負 を もっ てい る よ うで ある。 事 例 研 究 を主 眼 とし た教育 を行 っ てい る。

ゼ ネ ラル ・マニ ジ ャー の育 成 を主 と してい る の で,SE教 育 とか コ ンピュ

ータ 専 門 の 教 育 は な い。 しか し,企 業 が コ ン ピ ュ ータ を導 入す る ときに ど

んな問題が ある か,と いった ことは経営の囲畢 して も必要な ことであ る

の で,事 例 研 究 の一 環として取 り扱 われ て い る。通 常 の2年 間 の コース の他

に企 業 人 を対 象 とす る種 々の短 期 コ ースが 設 け られ 好評 で あ る。.

,
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■ イ リノ イ大 学

コ ン ピュ ータ ・'サイ エ ンス学部 の 教 育 と して,理 論 的な 方 向(た ど 乏ぽ,

Automat .aTheory)を 重 視 す るか,実 際 に コ ン ピュ ータ の シス テ ムの 開

発 とい う方 向 を重 視す るか にっ い て,数 年 来 議 論 が交 わ され て い る模 様 で

あ る。 ニ ュ アン スは 教授 陣 に よって 微 妙 な遠 い が あ る よ うであ り,ど のあ

た りに学 部 の意 向 が 固 まっ て い る の か は つか み に くい。 ∴

4

'

PLATOは 学 内500,学 外400の 端末 を用意 して使 われ て い る様子 で あ

り,付 近 の小,中 学 生 が端 末 で勉 強 して い た。1時 間 の教 材 の作 成 に100

時 間 を要 す るそ うで あ る。 大 学 教 育 の 教 材 もあ るが,日 本 か ら留学 して い

る,あ る数学 教 師の 意 見 に よれ ば,高 等 教 育 の教 材 は あま りょ くな い との

こ とで あ る。 そ れ は と もか く,こ の 端 末 で遊 ぶ の は面 白い。 こ とに小 学 生,

あ るい は それ 以 前の 教 材 で遊ぶ の は 愉 快 で あ る。

学 生 の就 職 に は苦 労 して い る よ うで あ り,ま た,州 政 府 の 予算の 渋 さに

頭 を痛 め て い る よ うで あ る。"

衡

s

■ ス タ ン フ ォ ー ド大 学

コ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ン ス 学 部 は 理 学 部 的 色 彩 が 強 い 。 この こ と はKnu-

th,Fl'oyd,McCarthyと い っ た 教 授 陣 に代 表 さ れ る こ と か ら も うか が え

る。 し か し,Masterの 教 育 はDoctorの 教 育 と は異 な り,職 業 人教 育 を

主 と し て い る よ う で あ る。 コ ン ピ ュ ー タ の 設 計 な ど も マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ミ

ン グな ど を 利 用 し て徹 底 した 教 育 が 行 わ れ て い る模 様 で あ る。

こ の 大 学 に は 大 き な コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ムが3つ あ り,他 に も コ ン ビ

=一 夕 が150台 以 上 あ る そ うで あ る 。 そ の 中 に 例 え ばPDP--10は10台

以 上 あ り,気 ま ま に 使 わ れ て い る よ うで あ る。
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コ ン ピュータ ・サ イエ ンスの 学 部 はMITほ ど解 放的 な空 気 ではな か
っ

た が,人 工 頭 脳研 究所 の 方 はMITと 同 じ よ うな解 放 的 な空気 をもっ て い

た。

ビ ジ ネ ス ・.スク ー ル で はHP2100(32kW),HP2116(8kWIOP)

に11MWの デ ィ ス ク,750kWの ド ラ ム を もっ た シ ス テ ム に30台 ば か り

の 端 末 を っ け て ・ 学 生 達 は ビジ ネ ス ・ゲ ー ム な ど に 活 用 して い た
。 ミニ コ

ンで 言 語 はBASICに 限 っ て い る が,実 に 使 い や す い よ うで あ っ た
。

レ

`

ノ

ξ
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IBM SRI(SystemsResearchInstitute)

SRIの 概 要

設 立1960年5月

第1回 の 開講1960年9月

場所219East42ndStreet,Newyork ,10017

趣 旨 一シス テム 指 向 の人 々 の 能 力 と専門 家 意 識 の 向上

組 織IBM社 の一 部 で,社 内 教 育 機関

使 命 ・専 門職 に,問 題 解決 の道 具 とその 底 に ある概 念 をあ た える。

終 了 後は

・カ ス トマ ーの 仕 事 の 分析

・重 要 な ユザ ーの ニ ーズ を 見出 す

・主 要 な シス テ ムの リク ワイ ヤ メ ン トを確 立す る

・計算 機 に も とつ い た解法 を設 計す る

・シス テ ム を実 現 し .設 置 し運 用 す る

・ユ ーザ を新 しい シ ステ ム に転 向 さ せ る

・シ ス テム を維 持 継続 し調 整 向 上 させ る

よ うな こ とが で きる よ うにす る。

。マ ー ケ ッ トの 中 の問 題 に焦 点 を合 せ て有 効 な 解 決の ため の 道具
,

製 品 をつ く り出 して ゆ く。

。最 新 の ・計 画 中の 製品,道 具 そ して シス テ ムの 基礎 となる科 学
,

技 術 を敏 しえ る。

。現場,研 究室,工 場 に っ た え る,最 先 端 の資料 を準 備す る
。

目的:。 全IBM内 の 適 正 な 資格 の あ る専 門 職 に 大学院 レベル の最 新 の 技

術教 育.(計 算機 オ リエ ンテ ッ ドな シス テ ムの科 学,工 学 の 分 野 に

お け る 現在 又将 来の 教 育 ニ ーズ に適 応す る よ うに 設計 さ れた)
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を あた え る ことで あ る。

。この 分 野 に おけ る知 識 の開 発 と シ ステ マチ ックな 組織 化 と専 門 の

世 界 に広 め る こ とに積 極 的 に従 事 す る。

。この分 野 の 技 術又 教 育 とい う面 で関 係 の あ る事 柄 に関 してIBM

の 内部,外 部 両方 に 対 して助 言 し,相 談 にの る。

教 育 哲 学

。広 範 囲の 応用而,問 題 の型 に挑 戦 す る ことが で きる よ うに 学生 に

基 礎 学 力 をあ た え る。

。シス テム 工 学 に おけ る学 生 の理 解 を もっ と深 く し,広 くす るの に

具 合 の よい教育 環 境 を学生 にあ た える。

・学 生 の 尋 問 レベ ル を 向上 させ,急 速 に変 化 しつ づ け る技 術 に お い

て常 に高 い レベ ル を維 持 で きる よ うにす る。

カ リキ ュ ラム

ユ ザ ー とそ の環境

イ ンス ト、レー シ ョン ・マ ネ ー ジ メ ン トシステ ム設 計 と分 析

計算 機 システ ム

技 法

基 礎 訓練

カ リキ ュ ラ ムの力 点

ユ ーザ ー とその 環 境

。計 算機 と企 業 体

。エ グゼ キ ュチ イ ブの デ シジ ョン メー キ イグ。

。オペ レ ーチ ング ・シス テムの 哲 学。.。

。シス テ ム,社 会,安 全 保 証

。成長 会社 の計算 機 モ デ ル

イ ン ス トレー シ ョン ・マ ネ ー ジ メ ン ト

Oイ ン ス トレー シ ョン ・マ ネ ージ メ ン ト。
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。現 場 の プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ー ジ メ ン ト

。シ ス テ ム の パ フ オ マ ン ス の 測 定 と評 価

。 ソ フ トウ エ アの 信 頼 性

シ ス テ ム 設 計 と分 析

・デ ー タ ・ベ ー ス 設 計

。相 互干 渉 の あ る シ ス テ ム の 設 計

。デ ー タ 通 信

。テ レ プ ロ セ ミ ン グ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 設 計 と管 理

。計 算 機 シ ス テ ム の 分 析

。実 時 間 シ ス テ ム の キ ュ ー イ ン グ ・モ デ ル

Oシ ミュ レ ー シ ョ ン技 法

計 算 機 シ ス テ ム

。機 能 分 散 .

Oコ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク

o記 憶 シ ス テ ム

。障 害 に 耐 え る シ ス テ ム

技 法

。遠 距 離 通 信

。 プ ・ グ ラ ミ ン グ言 語 の 将 来

。大 規 模 シ ス テ ム の ア ーチ テ ク チ ュ ア ー

。マ イ ク ロ コ ン ビ ュタ ・シ ス テ ム

。 大 規 模 の 集 成

基 礎 訓 練

。確 率 と統 計 の 応 用

oエ ラ ー修 正 コ ー ド

。通 信 理 論

設 置 計 算 機

158,モ デ ル2,端 末 機 的10台
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職

学

員

。フル タ イ ムの 上 級 のIBMの 専 門 家

。大 学 よ りの 協力 職 員

。パ ー トタ イ ム のIBMの 人 々

所 長

副 所 長

フ ロ ク フ ム ・ア イ レク タ

ア ドバ イ サ ー

コ ンサ ル タ ン ト

パ ー マ ネ ン ト ・ス タ ッ フ

長 期 出 向 で き て い る ス タ ッ フ

協 力 ス タ ッ フ(大 学 関 係)

そ の 他 の 職 員(事 務,オ ペ レ ー シ ョ ン).

(ア ド ミニ ス トレー シ ョン ・マ ネ ージ ャ ー2名)

生 数

1ク ラス

Dr.EdwinS.Ropley

Mr.AllenL.Morton

2名

1名

1名

20名

1名

8名

約20名

約30名

学 生

。IBMの 社 員

。計算 処理 に 平 均5～6年 の経 験(最 少2年)

。平 均 年令33才

入 学 要 件

。専門 分野 で成 長 が認 め られ る もの

。計 算 機 とプ ログ ラ ミン グ ・シス テ ムに つ い て の一 般 知 識

o監 督 者 の 強 い 推薦

。学生 の 目的 に っい て の充 分 な 記述

。入学試 験3っ あ る。

数 学(代 数),計 算 機言 語(PL/1),情 報 処理 シス テ ム
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ス ケ ージ ュ ール

。9週 の 全 日の 勉強

。3学 期(3週)に 分 かれ る

。1学 期 に ほぼ6っ の コー ス を とる。

。各 コ ースは 各 週L5時 間 の講 義 が2回 あ る

。そ の 他 に 毎週 あ る もの

夜 間 の外 部 の招 待 講義

IBM内 の 人の 招待 講 義

IBMの 上 級 管 理 職 の講 義

学 生 の セ ミナ ー

Dr.A.L.MORTON(SRI副 所長)と の 会話 よ り

(所 長Dr.E.S.Koply氏 は 病気 で 午後 出 社 され たの で挨 拶 を しただ け で

あ る)

メ ンバ ーの1人 が5年 ま えに文 部 省 派 遣 の 情 報 科 学 ・情報 処 理教 育実 情 視

察 団 の1員 と してSRIを 訪 明 して い るの で(米 国 に おけ る情報 科 学 ・情報

処 理 教 育 の実 情 〔暫 定稿 〕,文 部 省 大 学 学術 局 技 術教 育課)中 心 テ ーマ は5

年 まえ と比べ て ど うか わ っ たカ㍉ 何 が かわ っ た か とい うこ とに な った 。

'
SRIの 自的t'生 徒 等 にっ い て は5年 まえ と変 りはな い。1番 大 きな違 い

は カ リキ ュ ラ ム で あ る 。 サ ィ エ ン テ ィ フ ィ ク ・コ ン ピュテ ィン グ と か ニ ュ メ リ

カ ル ・ア ナ リシ ス の コ ー スが5年 ま え に は い っ ぱ い あ っ た が,そ れ が 今 ま で

は ほ とん ど な い 。

そ の か わ り に シ ス テ ム ・デ ザ イ ン の 方 に 重 点 が 移 っ て い る。 そ れ と イ ン ス

ト レ ー シ ョ ン ・マ ネ ジメ ン ト,パ フ ォ ー マ ン ス ・エ ソミリユエ ー シ ョンが 重 視

さ れ て い る。 こ の パ フ ォ ー マ ン ス と は 計 算 機 を含 め た 全 シ ス テ ム の パ フ ォ ー

マ ン ス と い う こ と で あ る。
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この よ うに変 っ て きた 理 由 は生徒 が こ こでは希 望 して い な い と い うこ とで

あ り,又 ユ ーザ ーの方 向 が計 算機 と計算機 の週 辺 をふ くめ て の効 率 の ア ッ プ

であ り・ 人間 ・機械 の 相 互 関係 を ふ くめ た シス テ ム とい う方 向 で な っ て きた

ため であ る。 又 地 方 の 大 学 で容 易 に学 べ る こと をわ ざわ ざ こ こで勉 強 す る っ

も りは な く,学 校 教育 で は まだ で きな い こ とを学 び たい とい うこ とで あ る。

コー ス と して は週 辺 機 器 の使 用 法 ・要求 とい う こ とで,ど こ で ,ど の よ う

に使 わ れ るか とい うこ と,人 間 ・機 械 のイ ンタ ラク シ ョ ン,計 算 機 を っか っ

た イ ンフ ォ ー メ ー シ ョン ・マネジメン ト・システム,コ ンピ ュ ータ ・マ ネ ジメ

ン ト ・シス テ ム とい う もの に重 点 が おか れ てい る。

デ ータ ・ベ ー ス に関 す る もの もふれ て い る。

又 ここは 教育 セ ンタ ー であ っ て訓 練 セ ンタ ーで はな い。 そ れ で例 えばIM

Sと い うデ ータ ・ベ ース ・シス テ ム に っ いて は,特 定 の お客 様 への イ ン ス ト

レー シ ョンの教 育 は別 の所 で や って い て,こ こで はIMSの 設 計 思 想 とか 全

体 の シス テ ムの 中で ど う考 え る かが 中心 に な って い る。 そ して お客様 とデ ィ

ス カ ッシ ョンで きるSEの 養 成 をね ら っ てい る。
.

そ れ で あ るか ら こ こ では特 定 の アプ リケ ー シ ョン を教 え て る こ とは しな い。

そ のか わ り基本 的 な コ ンセ プ トとかベ ー シ ック な プ リン シ プル をお しえ,人

間,機 械,環 境 と い う全 体 で考 え る人 をそだ て る。 計 算 機 を お しえ る場 合 で

も あ る計 算機 を お しえ る の で は な く,計 算機 の 思想 とか 発 展 の 方 向 が 中心 と

な る。

5年 まえ に問題 点 と して い た シス テ ムの ア ナ リシ ス とか デ ザ イ ン ,又 コ ミ

ュニ ィ ケ ー シ ョンベ ース ド ・シ ステ ム と い うの は こ うい う形 で一 応 解決 され

て きた。勿 論 に 問題 は まだ まだ完 全 に解 決 され たわ け で は な く,大 きな 意 味

で 同 じ よ うな立 場 に は あ るが 。

コ ー ス柘3220,3225 ,3280,3400,3420,3480,な ど は69年 に は な か

っ た もの で あ る。

69年 には ア プ ラ イ ド・リグレ ッション,リ グ レッ シ ョ ン アナ リシスが あ っ
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た。又,ア ナ リシスォ ブマルチ バ リュ ーデ 一夕 ・サ イエ ンテ ィ フ イク コ ン ヒュ

ーティング1,丑,イ ンタミデ ィエ イ トサ イエ ンチ イ フ ィ ク ・コンピューティング

1,]1,メ トリ ック ・アル ゼ ブラ,メ トリッ ク'コ ン ピュ テ ー ショ ン,コ ン

ビ一夕 フ ァ ン ク シ ョ ン ●エ バ リュエ ー シ ョソ メ ソー ド,… ・　 オ ペ レー シ

ョンズ リサ ーチ,ア プ ライ ドデ シ ジ ョン,セオ リー,と い うものが あ

っ たが今 はな い。 講 座 の 中の 手 法 と しては あ るが コー ス と し ては な くな っ た。

そ のかわ りまえ にの べ た よ うな デ ータ ・ベ ー ス ・デ ザ イ ン とか ネ ッ トワー

ク ・デザ イ ン とか にな っ てい る。

又5年 ま えの 問題 点 とい うの を解 決す る のは む ず か しか っ た,ま だ全 部が

解 決 され たわ け で もな い。 しか も同 じよ うな 問題 は新 しい テ ーマ に対 してや

は り同 様 に存 在 す る。 た とえ ば デ ィ ス トリビ ュー テ ッ ド ●プ ア シ ク シ ョ ンの

問 題な ど これ か らであ る。 これ に対 して は本 も資料 もない 。 これ ら をあつ め

研 究 して新 しい 分野 を開 い て ゆ きつ つ あ る。 その ため にIBM内 外 か らス タ

ッフを集 めつ つ ある 。 そ して 構造 も考 え て ゆ か なけ れぽ な らを い。 とに か く',

これ は世 界 中に分 散 した デ ータ,プ ログラ ム,イ ン テ リジェ ンス とい う もの

を総 合 し よ うとい う問 題 であ る。

セ ンタ ライズ ト ・デ ータ ・ベ ース よ リデ イス ト リビ ュ ー テ ッ ト ・デ ー タ'

ベ ー ス に移 りつ つあ る。

人 の問題 では,こ こで は大 きな ラ イ ブラ リィ を もっ てい て ・そ こには どの

分野 でど ん な人 が活 躍 して い るかが わか る よ うにな っ てい る。

今 い る 人員は 全 部 で50名,教 える立場 にい る ものが20名 、 この20名

が仕事 の一 部 と して,そ の 分 野 の最 もア ップ デ ー トさ れ た情報 を入 手す る こ

と をや っ てい る。 色 々な 人 にあ っ て話 しをす るの も仕 事 の 一 部 とな っ てい る。

これ で最先 端の 技 術 情報 が え られ る。 そ の 上に 女性 が1人 い て ・ それが コオ

ディネ シ ョン を 中心 的 にや っ て くれ る。

吾 々の 問題 の1っ として,コ ン ピ ュタ ー業 界 は 発 展が 非 常 に早 い。 そ れで

うか うか してい る と1年 で吾 々の 知 識 は オ ブ ソ リュー トにな って しま う。5
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年 まえ に数 学 的 な こ とを お しえ て いた 人 は ど うなっ たか とい うと,ほ とん ど

は社 内 の別 の所へ 行 っ た。1人 はサ イ エ ンチ ィフィ ク ・コン ピューテ ィン グ ・

セ ンタ ーに行 っ た。 あ る も のは 大学 の情報 科 学 関係 に行 っ た。 自分 の 『星川 を

か えた 人 もい る が,今 の こ ってい るの は2～3名 で あ る。 私 自身 もマ ネ ー ジ

メ ン トに 変 っ た。

69年 に は こ こ には3っ の デーパ ー トメ ン トが あ って3人 の マ ネ ジ ャ ーが

い て・ スタ ッ フは その どれ か1つ に 属 して い た。そ れが 今 まで は カ リキュ ラ

ムは6つ の 分野 に わか れ てい る。 これ は デ パ ー トメ ン トで はな くてエ リア ー

と いっ て い る。 こ の6つ の エ リァーに 対 し て6人 で は な く2名 の プ ログ ラム

・デ ィ レクタ ーが い る
。 各先 生 は一 応 はそ の人 に レポ ー トす るの であ るが,

この各 エ リア ーは 相互 に関 係 しあっ て い るの で1人 の先 生が 色 々の エ リァー

で講義 をす る。 厳 密 な 昔 の よ うな 区 別 を して い な い。

た とえば フ リーマ ンは3っ の分 野 で 講義 を もっ てい る。 そ して コー スの運

用 は ダイナ ミックに や って い る,た とえば あ る会 議 で この コースは 他 の エ リア

ーに 入れ た方 が よい とな れば翌 週 に は そ うか え てい る
。 又 自分 の マ ネ ジ ャー

よ り他 の マ ネジ ャ ーの 方 が そ の問 題 は よ く知 っ てい る と思 えば 自由 に他 の マ

ネ ジ ャー と話 を してい る。

こ この コー スは講 義 中心 とか ケース ・ス タデ ィ中心 とか い うのは ケ ース バ

イ ケ ース で あ る。 た とえ ば キュ ー イ ン グモ デ ル の コ ース(キ ューイ ン グセ オ

リー の コ ー スで は な い)の コースは ケ ー ス ・スタ デ ィ で リア ル タ イム シス テ

ムに キ ュ ー イ ン グの セ オ リーな どを ど う適 用 す るか をや っ てい る。

デ ーデ'ベ ー ス ・デザ イ ンは ワーク ・シ ョ ッ プで あ る。

又 講 義 型 の レク チ ァー で も単 な る講義 で な く生 徒 との交 流 を重 視 して い る。

ビデ オテ ー プ レクチ ュァ ー は試 み たが生 徒 は相 互交流 の あ る のを 好む の で あ

ま りつ か わ れ てい な い。SRIの ス タ ッフ は 魅 力が あ るの で その個 人 的 な パ

ワーが 大事 な の であ る。

セ ミナ ータ イ プ で5～6名 が意 見を 出 しあ っ てや って い くコ ース もある。
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4035の ネ ッ トワーク ・ア プ リケ ー シ ョ ン ・セ ミナ ーは全 くその と う りに

セ ミナ ー であ る。

この コー スの リス トに は の っ てい ないが 生徒 が こ こへ 来 て か ら 彼等 で グル

ー プ をつ くっ てや る コー スが あ る。 生徒 の 中 に は専 門家 もい る の で 中 々面 白

い コ ース が で き る ことが あ る。 この よ うな こ との ため 時 間割 りの一 部 は あ け

て あ ります。 今 の コ ー スで もマル チ ・プ ログ ラ ミ ングの 〔 ネジ メ ン ト ◆コー

ス に くわ しい 生徒 が い た の で それ が 生 徒 の セ ミナ ー と して行 はれ て い る。

4010の マ イ ク ロ ・プ ロ グ ラ ミングの コ ー スは9年 まえに あ っ た のが,先

生 が他 の 部所 に行 っ たの で体 止 にな っ てい た。 そ れ が数 年 まえに生 徒 の セ ミ

ナ ー として新 し く初 まっ て,・今 では 正式 の コース にな っ てい る 。

先生 が い な くな る とい うこ とが あ るの で,そ の と き困 らな い よ うに 先生 の

分野 の オ ーバ ー ラ ッ プを心掛 け ては い る が,そ れ は非 常 に むつ か しい。 そ こ

で ポ テ ンシャ ル ・ス タ ッフ の リス トを もって い て,そ の 中か ら補 充 してい く

よ うに は してい るが それ で もむ つ か しい。

そ れ か らビ ジ ネス 関係 の人 にサ ィエ ンテ ィフ ィク な こ と を教 え,サ イ エ ン

スの 分野 の 人 に ビ ジ ネス ・フィ ール ドの知 識 をあ た え る とい うこ とは昔 と同

じであ る。 そ こ では 特 定の ア プ リケ ー シ ョン,た とえば あ る会 社 の生産 管 理

とい うよ うな問 題 は他 のIBMの 教 育 セ ンタ に まか せ て,こ こ ではな ぜ そん

な 問題が 起 る のか,又 広 い 視野 で生 産 管 理 は ど うあ るべ きか とい う単 な る技

術 の 面 で はな い事 をや っ て い る。

さ て こ こは 約10週 間 が 一 期 間 で,そ れが3学 期 に 分 れ て い る。 生徒 は6

～8コ ー スを とっ て講義,セ ミナ ー,ホ ーム ・ワ ーク で1週 に50～55時

間位 働 く。 最 后 の 学 期 では 週65時 間位 に なる。 中 に は週86時 間 も働 くの

が い るが,あ ま り と りす ぎ な い よ う注 意 して い る。 又 講義 の 時 間 割 では重要

な もの が 重っ てい るの で とれ な い とい うこ とが ない よ うに計 画 はす るが ・ も

しぶつ か って しまっ た ら一 方 を あ き らめ させ るか,数 が 多 け れば2回 講 義 を

す る こ ともあ る。
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最 後 に コ ンサ ル タ ン トも ここの 目的 の1っ に な っ てお り60年 代 に大学 で

コ ンピュ ータサ イエ ンス の学科 を つ くる のに色 々 とお手 つ だ い を した。 今 皆

様 とこ こで あ っ て い るの も コ ンサ ル タ ン トと して の仕 事 で もあ る。 ・・…
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M.1.T.のComputerScience

MITのcomputerscienceのdepartmentは 独 立 し たdepartment

で は な く,Dpt.ofElectricalEngineeringの 中 に あ る 。Computer

、scienceを 専 門 とす るfacultymemberは 約30名 で あ り,そ れ ぞ れ の領

域 で 研 究 と教 育 に 従 っ て い る 。

Computerscienceの コ ー ス は 学 部 と大 学 院 に あ る 。 学 部 と大 学 院,大

学 院 に お け るMasterコ ー ス,Ph.D.コ ー ス の あ り方 は,日 本 の そ れ に 近 い

点 も あ る 。Ph.D.コ ー ス はMasterコ ー ス の 後 に あ り,Masterの 学 位 を取

ら な い とPh.D.コ ー ス に は 進 め な い 。

学 部 の 模 様 は

TheV【-3Program

ABriefGuideforStudentsandCounselors

大 学 院 の 模 様 は

GraduateStudyinAREAH

ComputerScience

July1974

を も と に して,そ れ に

Bulletin1974-75M.1.T.

を 参 考 に しな が ら概 説 す る 。

M・1.T.のComputerScienceの 学 部 レ ベ ル の 教 育

Computerscienceに 興 味 を もつ 学 部 学 生 に は い ろ い ろ の 種 類 が あ る。

例 え ば

1)Computerscienceを 主 専 攻 と す る 学 生

2)主 専 攻 は 他 のdepartmentに あ り,副 専 攻 をcomputerscience

と す る 者
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3)主 専 攻 は他 のdepartmentに あ り,.単 にcomputerscienceを 選

択 す る者

4)主 専 攻 をelectricalengineeringと し,computerscience

を選 択 す る者

5)主 専 攻 をelectricalengineeringあ る ら は他 のdepartmentに

もち,computerscienceの 大 学 院 に進 む 者

これ らの 学 生達 が 必要 な コー ス を とれ る よ うに な って い る 。 こ こで は1)

の 学生 達 の ね らい を簡単 に述 べ る。

この 学 生達 へ の カ リキ ュ ラム をM-3プ ログ ラム とい うが,こ れ は,単 に

プ ログ ラ ミング に熟 達 し よう とい う学 生 達 に計 画 さ れ た もの で は な い。 とい

うのは,計 算 そ れ 自体 の メ カ ニズ ム は,し っか り した教 育的 プ ログ ラムや 永

続 性 の あ る専 門 的 な 経 歴 に対 す る十 分 な基 礎 を与 え る もの で は な いか らで あ

る。Computerscienceと かcomputerengineeringを 主 専 攻 とす る学

生 達 は将 来 い ろい ろの経 歴 をた どる こ とにな る だ ろ う。 あ る老 は 大学 院 に進

み,や が て は教 育 に,あ る い はcomputerscienceの 基 礎 やcomputer

シス テ ム設 計 に 貢 献 す る こ とに な ろ う。 ま た他 の ある者 は生 産会 社 ,商 事 会

社,官 庁 な どに 入 り,複 雑 な プ ログ ラ ミン グ ・シス テ ムの 開 発,計 算 機 や 関

連 ハ ー ド ウエア の 設 計,問 題 を解 く新 ら しい 方法 の 開発 な ど に たず さ わ る だ

ろ う。 こ うした経 歴 は,教 育上 の 要 素 を多 く共 有 して い る もの で あ り,学 生

が1つ の 特別 の ゴ ール に早 くか ら,そ して決 定 的 に向 うの は必 要 で もな い し

望 ま しい こ とで は な い。

Computerscienceは 新 ら しい そ して 急 激 に変 わ りつ つ あ る分 野 で あ る。

今 か ら10年 先 の 計算 機 科学 者 が なに を して い るか,ま た彼 等 が な に を知 る

こ とが 必 要 な のか を予 測 す る こ とは 困 難 で あ る。 したが っ て,今 日の学 生 達

に とρて,computationの あ る1つ の 側面 に専 門 化 す る 誘惑 を避 け る こ と

は賢 明な こ とで あ る。 さ らにそ の 点 につ い てい え ば,computerscience

それ 自体 にあ ま りに も重 く専 門 化 す る こ と も避 け るべ きで あ る。C㎝putat－
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ionの 基 本 的 な概 念 と方 法 に つ いて基 本的 な能 力 を身 につ け る こ とと矛盾 し

な い程 度 に広 さ を学 部 学 生 に与 え るのがV[ご3プ ログ ラムの 目的 で ある。基

礎的な能 力を身につけ たな らば,そ の学生は,早 い時期 か ら専門化する より

も,問 題 につ い て の い ろ い ろの考 え方 を経 験 す る こ とが 望 ま しい 。

カ リキ ュ ラ ム

これ か ら述 べ る カ リキ ュ ラ ム は1977年 か ら実 施 し よ う とい う もの で あ る
。

分 野 別 に 次 に 大 ざ っ ぱ に 分 類 す る。

IBasicComputationRequirement

6・03・Stfu・turea・dI・terp・et・ti・n・fC。mp。terL。 。gu-

ages

6・032ComputationStructureS・

6.0341ntroductionto .ArtificialIntelligence

6、035TranslationandExecutionofPrograms

さ ら に つ ぎ の も の か ら2つ

A

B

C

D

6,0331nformationSystems

6.036JProblelhSolvingParadigms

6,044Computability,FormalSystem,andLogicま た は

6.045TheoreticalModelsforComputation

6・0461ntroductiontoAlgofithmsま た は 、、

6,073ComputationalMethods

皿PhysicalSystemSubjects

6.0111ntroductoyNetworkTheory

6・015・SignalsandSyStems

皿MathematicsSubjects

・8・・3・1・t・ ・d・ ・ti・nt・Linea』Alg・bl・andApPli,at-

ions
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6、041ProbabilisticSystems .Analysis

6.0431ntroductiontoModernAlgebra

IVLaboratory

Departmentで 提 供 し て い るlaboratorysubjectか ら 合 計12

units

VThesis

それぞ れ につ いて 以 下 で 簡単 に説 明す る。

BasicComputationRequirement

Computerscienceを レっか り と勉 強 す る に は,ア ル ゴ リズ ム の概 念,

アル ゴ リズ ム を記 述 す るた め に プ ロ グ ラ ミ ング言 語 の使 用,プ ログ ラ ミ ング

言 語 を実 現す るた め の 物 理 的構 造,プ ログ ラム を実 行 す るた め に ソフ トウ エ

ア ・シス テ ムの 利 用,と い った もの は 明 らかに 必須 の もの で あ る。 さ ら に,

artificialintelUgenceの 基 本 的 な考 え 方 と方 法 は,現 実 に働 ら く

計 算機 科 学 者,工 学 者 に とっ て重 要性 を増 しつ つ あ る。 これ らの 話 題 へ の入

門 と論 議 が6.031,6.032,6.034,6.035で 与 え られ る。

6.031の 主 目的 は,計 算 機 言 語 とそ のinterpreterに 関 連 した基 本 概 念

の 理解 で あ る。 こ こで は,一 部 に応 用 可能 な表 現 と理 想 化 され たinterpr-

eterの よ うな形 式 的 モ デ ル を,ま た一 部 にア セ ン ブ ラレベ ル の言 語 や

LISPの よ うな実 際 の言 語 を あつ か う。

6、032で は,計 数 型 の計 算 を実 現 す るの に 関連 したハ ー ド ウェア,ソ フ ト

ウェア の概 念 が扱 わ れ る。 主 目的 は,プ ログ ラ ミング言 語 に おけ るア ル ゴ リ

ズ ムの表 現 と,そ れ に対応 す る機 械 レベ ル での表 現 の 間 の 関 係 を理 解 す る こ

とで ある。

6.o'34で は,artificialintelligenceの 問題 解 決 技 法 を導入 す る。

目的 は,機 械 に知 的 に 行 動 させ た り,複 雑 なそ して比 較的 構 造化 され て い な

い問 題 に近 付 く方 法 を学 ば せ る こ とを可 能 にす る よ うに試 み る方 法 を理 解 す
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る こ とで あ る。

6.035は プ ログ ラムの 翻 訳 と実行 を あつ か う
。 目的 は 効率 の よい プ ログ ラ

ム言 語 の設 計 と実 現 に使 わ れ る技術 を導 入 す る こ とで ある
。

これ らの4つ の もの でcomputerscienceの す べ て の基 本 的 な論 点 が つ

くさ れ る もの では な い。 この 他 に も重 要 な もの と して,大 型 計 算機 シス テ ム

の 構 成,ア ル ゴ リズ ムの 解析 や実 現 ,言 語 とcomputationに 対 す る形 式 的

モ ァ ル,computationの 数 学 的 ,論 理 的基 礎 な どが あ る。 学 生 が こ う した

更 に進 ん だ 分野 ま で進 出す るの は良 い こ とで あ るが,時 間的 佑 約 に よって す

べ て を含 む わ け に は い か な い 。 従 って 個 々の学 生 はA,B,C,Dの 中 の2つ を

え らぶ こ とが 要 求 さ れ る。

A(6。033)は 大 型 情 報 シス テ ムの設 計 と利 用 を,B(6 .036J)は6.034の

上 に更 に概 念 的 な見地 か らartificialintelligenceの 方 法 を試 してみ

る。Cは,6.044で は,computationの 数 学 的,論 理 的 基 礎 を与 え ,

6.045で は,computationの 問題 の 種 々な面 を表 わす の に 共通 に使 わ れ る

抽象 的 モ デ ル を学 生 達 に扱 わせ る。Dで は,解 析 的 な見地 か ら(6 .046),あ

る い は応 用 的 見 地 か ら(6.073),ア ル ゴ リズ ムの 勉 学の 入 門 を一与え る。

SystemTheory

科学 者 とか工 学 者 の特 質 と して は,脊 景 の 広 さ,よ く開 発 さ れ た統 合 的 な

技 術領 域 を理 解 して い く経 験,周 辺 領 域 の考 え を,直 接 に興 味 を も って い る

領 域 の 中心 的 な考 え に統 合 す る能 力 な どが あ る。 しか し,computersci-

enceは 依 然 と して 開 発 され つ つ あ る領 域 で あ り,'強 い理 論 的 な 骨格 を欠 い

て お り,比 較 的 限 られ た 考 えや観 点 を具体 化 して いち 。 したが って,学 部 の

学 生 の 勉学 を,computationだ け に限定 す る こ とは不 適 当 で あ る。

いま 述べ た広 さ と柔軟 性 を増 す た め にcomputersubjectの 核 を増 す に

は い ろ い ろの 方 法 が あ る。 大 部 分 の 学 生 に とって は,線 型 シス テ ムの 勉 強 が

もっ と も適 当 な もの と思 われ る。 これ に はい くつ か の 重要 な理 由が ある。

第1に,systemtheoryは よ く開発 され た概 念 的 な骨 組 を もって いて ,
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複雑 な処理 を論 義 す る 上 で 有 用 な類推 を与 え る。 第2に,基 礎 に あ る物理 的

シス テ ム とその 動 作 が本 質 的 で あ る実 世 界 の 問 題 に対 す る計 算 方法 には 多 く

の応 用 が ある。 第3に,計 算 機 工 学 の将 来 の重 要 な局 面 が,近 代 的 な制御 シ

ス テ ムの よ うに計 算 機 と物 理 的 シス テ ムの注 意 深 く組 合 わ さ れ た システ ムの

設 計 で あ ろ うこ とが 期 待 さ れ る。 この よ うな 組 合 わせ の 設 計 が うま くい くた

め には,基 礎 的 な シス テ ムの理 解 が必 要 で ある 。 第4に,デ ー タ処理 とア ル

ゴ リズ ムの設 計 の あ る 面 に は,数 多 くのsystemtheoryの 考 えの 応 用 が あ

る。6・011と6・015が この カ リキ ュ ラム に含 ま れ て い るの は そん なわ け で あ

る。

Mathematics

Computerscienceは 数 学 的理 論 の 中に 直接 に つ く り上げ られ る もの で

は ないが,数 学 の い くつ か の分 野 には,重 要 な 支援 的 役 割 を演 ず る もの が あ

る。 そ うした 中 で,学 部 の学 生 に対 して は,務 型 代数,微 分 方程 式,確 率,

近 代代 数 な どが もっ と も適 当 と思 わ れ る。

一組 の 線 型 方程 式 を解 く技 術 は ,工 学 では 広 い 応 用性 を もつ もの で あ るが,

そ れ に不慣 れ で あ る と障 害 に な るだ ろ う。 更 に,方 程 式 を解 く こ とは,他 の

領 域 に計 算 的 な考 え を導入 す る入 口に な るだ ろ う。

確 率的 な接 近 は,計 算 機 シス テ ムの設 計 や 操 作 に関連 した多 くの問 題 を含

めて,多 くの工 学 的 な問 題 を効果 的 に扱 うの に必 要 な手 段 を提供 す る。 含 ま

れ る考 え 方 に独 特 の もの が あ るの で,確 率の 勉 強 は大 部 分 の 学 生 に とって,

重 要 な新 らしい型 の 数 学 的経 験 に な るだ ろ う。 ま た広 くゆ きわ た った応 用力

が あるか ら,学 部 の工 学 教 育の 重 要 な要 素 にな る だ ろ う。

近 代 代 数の 勉強 に もい くつ か の 目標 が あ る。 第1に,computationの い

ろい ろの 側 面 を形 式 化 し よ う とす る 際 に必要 な 集 合,関 数,関 係 とい った 言

語機 能 にな れ る こ とで あ る。 第2に,注 意 深 く論 証 した り,証 明 を理 解 しま

た形成 す る能 力 を身 につ け る こ とで ある。 そ して 第3に,計 算 機科 学 や 情 報

科 学 に 関連 した い くつ か の 工 学 分 野 の数 学 的 基 礎 を 身 につ け る こ とで あ る。
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TheLaboratoryRequirement

Computerscienceに 関 し たlaboratoryに は つ ぎ の も の が あ る 。

`

6,111

6、112

6,113

6,171

6、175

6,176

IntroductoryDigitalSystemsProje .ctLaboratory

DigitalSystemsProjectLaboratory

AdvancedDigitalSystemsProjectLaboratory

ArtificialIntelligenceProjectLaboratory

ControlRoboticsLaboratory'

ComputerPerformanceMeasurementLaboratory

ComputerScienceの 大 学 院

M.1.T.のcomputerlScienceはielectrical'engineeringのdpt.

の 中 に あ る 。30～40名 のcomputerscienceを 専 門 とす るfaculty

memberが 教 育 と研 究 に た ず さ わ っ て い る 。 関 連 し た講 義 はinathematics

dp't・ とSloanschool .ofmanagement'か ら も 提 供 さ れ て い る。

大 学 院 に はMS,Ph.D,DoctorofScienceを と る もの とが あ る 。 卒 業 生 は,産

業 界,教 育界,官 界 に進 むか,研 究 者 にな る。以下 に簡 単 に概 要 を示 す。

⑳

大 学 院 の 学 生 は,computersystem,プ ロ グ ラ ミ ン'グ な らび に 関 連 の 数

学 に つ い て の 強 い 脊 景 を も っ て い な け れ ば な らな い 。 こ う し た 春 景 は つ ぎ に

あ げ る学 部 の 講 義 か ら得 られ る。 大 学 院 の 新 入 生 は,自 分 に 必 要 な もの を こ .

う、した もの の 中 か ら選 ん で 弱 点 を補 う よ う に しな け れ ば な らな い'。

6,031StructureandInterpretationofComputerLangua-

ges

6.032'ComputerStructures

6,0331nformationSystems

'6
.0341ntrodnctiontoArtificialIntelligence

6.035TranslationandExecutionofPrograms
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三

三

三

三

…
…
…Cornputer
Computer

6.831

6.841

6.845

Automata

6.851

6:852

6.853

Artificia1

6.861JArtificial

ProblemSolvingParadi・gms

ProbabilisticSystems'Analysis

、IntroductiontoModernAlgebras

Computability,
.FormalSystems,andLogic

TheoreticalModels・forComputation

IntroductiontoAlgorit
.hm

ComputationalModels'

SwitchingTheoryandLogicDesign

Progra㎜ingofSmallComputers

IntroductoryDigitalSystemsI.aboratory

DigitalSystemProjectLaboratory

AdvancedDigitalSystemsProjectLaboratory

ArtificialIntelligenceProjectLaboratory

ControlRoboticsLaboratory

CgmputerPerformanceMeasurementLaboratbry

scienceの 大 学 院 の 主 題 は つ ぎ の も、の で あ るd

andProgra㎜i .ngSystems

Progra㎜ingLanguageProcessors

SemanticTheoryforComputerSystems

TopicsinComputerSystemsResearch-

andAlgorithms

Algorithms

AlgebraicManipulation

ComputationbyAutomata

Intelligence

IntelligenceandHeuristicProgra㎜ －

ing
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6862TopicsinArtificialIntelligence

6.863Problems-・ofNaturalLanguageinArtificial

IntelligenceResearch

ApPIicationSystems

6.871KnowledgeBasedApplicatinsSystems

学 部 の 授 業 と こ れ ら の 授 業 と の 関 係 は つ ぎ の よ う に 図 示 さ れ る
。 矢 印 は 必

須 の も の と い う わ け で は な い が,前 提 と し て 価 値 の あ る も の で あ る 。 .

学 部の授業

6.031

/
6:034

一λ＼＼

－h- 一'h -一 一×
一ー－

r'-x-一 一一一一一.6
.。32

33

＼
邸

‥一一

ー∠

L

6.8616.8626,863

Artificial

Intelligence

6.871

Aplication

Systems

68516.8526.853

Automataand

Systems

6.8316.8416.845

Cαnputerand

Progra㎜ing

Systerns

大学院の授業

Computerscienceの 若 い ,発 展 的 な 性 格 か ら,大 学 院 レ ベ ル で 形 成 さ

れ る 授 業 の 数 は 依 然 と して 少 な い
。 しか し,6.891～6.899と い っ た 番 号 の

も と で,各 学 期 を通 して,平 均2つ か3つ の 特 別 の 話 題 が 提 供 さ れ て い る
。

ま た ・d・pt・ ・fm・ ・h・m・ ・ics,Sl・an・ch・ ・1・fm・n・g。m。ntか ら

も 関連 した 講 義 が 与 え られ て い る 。 さ らに 専 門 化 さ れ た 領 域 で は'sい ろ い ろ
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の セ ミナ ー を受 け る こ ともで き る。

研 究へ の 参 加

大 学 院 の 学 生 は で きる だけ 早 くに研 究活 動 に参 加 す る こ とが 重 要 で あ る。

したが って 学 生 は・facultyの 研 究 の 興 味 につ いて よ く知 らな けれ ば な らな

い。 そ の た め に は,facultyメ ン バ ーが 秋学 期 に毎 週2回1～1.5時 間ず

つ 講 義 をす る6,961の 特 別 の セク シ ョンに加 わ る と よい。 この 講 義 で は,

facultyが 現 在 特 に興 味 を もって い る 研究 話 題 が 深 く取 扱 われ る。

ま た学 生 は,computerscienceの 分野 でのM.1.T.の 研究 集 団の どれ

か1つ と,で きる だけ 早 く接 触 す る と よい 。 そ して,大 学院 で 研究 した い と

考 え る事柄 と もっ と も密 接 な研究 集 団 に加 わ る と よい。 学 生 の 興 味 が 変 っ

た ときに は,こ の接 触 は速 やか に変 更 さ れ るべ きで あ る。 各学 生 の 机 は,も

っ と も適 当 な勧 究 集 団の 近 くに置 かれ る よ う努 力 す るの が 方 針 で あ る。

さ き に あげ た大 学 院 の 授 業 の概 要 はつ ぎの よ うな もの で あ る。

6.831Progra㎜ingLanguageProcessors(A)

プ ログ ラ ミング言 語 の 処理 系 の設 計 と実 現 におけ る基 本 的 な 問題 。 現 在 の

技 術 につ い て討 議 と評価 を し,応 用 力の あ る理 論 を探 究 す る。 特 別 の話 題 と

して,プ ログ ラム言 語 の構 文 にsemanticsの 形 式 的 記述,構 文 解 析,

codegeneration,デ ー タ構 造,表 現,デ ー タへ の ア ク セス な どが含 ま れ

る.Pレ ・1,SNOBOLな どの い くつ かの 言 語 でimpl・m・ ・t・ti・ ・ の 問 題力く

検 討 され る。

6.841SemanticTheoryforComputerSystem(A)

計 算機 シス テ ム とプ ログ ラ ミン グ言 語 のsernanticsに 関連 した事柄 が論

議 され る。 プ ログ ラ ミン グ言 語 とそ の 計 算機 シス テ ムへ の応 用 に対 す る形 式

的 記述 の 方法Vaつ いて の 概 観 例 え ばA-calcul…M・C・ ・thyの 考 え・

ウ ィ:ン の 定 義言 語 な どが与 え られ る。 ま たbaselanguageの 概 念,

IanovとPattersonの 結 果,平 行 処 理 系,デ ー タ ・フ ロー,デ ー タ構 造,

structuredProgrammingな ど力治 ま れ る。



6.845TopicsinComputerSystemsResearch(A)

計 算 機 に基 づ い た情 報 処 理 シ ス テ ム で の 活 動 的 研 究 か ら話 題 を 選 ん で

seminarを す る。 内 容 は 年 々 に 変 わ る 。 た とえ ば,情 報 保 護,MULTICS

シ ス テ ム の 比 較 解 析,計 算 機 シ ス テ ム の 効 率 解 析 な どが あ げ られ る。

6,851Algorithm(A)

Parsing,Sorting,Searching,Shortest-PassMethod,行 列

の 積,多 項 式 の 評 価 と い っ た 基 本 的 な ア ル ゴ リズ ム を,い ろ い ろ の 方 法 を 比

較 しな が ら,理 論 的,実 験 的 に 扱 う。

6、852AlgebraicManipulation(A)

代 数 的 表 現 を 扱 うア ル ゴ リズ ム 。 例 え ば 多 項 式,有 理 関 数,因 数 分 解,積

分,群 論 的 構 造 の 計 算 な どを 扱 う。

6.853ComputationbyAutomata(A)

チ ュ ー リン グ機 械,計 数 器,ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・モ デ ル を 含 む オ ー トマ

タ に よ る,TimeandSpaceBoundedの 計 算 。 ス タ ッ ク ・オ ー トマ タ と

SpaceBoundedな チ ュ ー リ ン グ機 械 の 同 等 性,TimeBoundedな チ ュ ー

リ ン グ機 械 とSpaceBoundedな プ ッ シ ュ ・ダ ウ ン ・オ ー トマ タ の 同 等 性 な

どが 扱 わ れ る 。

6.861JArtificialIntelligenceandHeuristicProgra㎜ －

ing(A)

機 械 を 知 的 に 動 作 させ る 問 題,認 識 過 程,知 能 の 開 発,知 識 の 組 織,記 号

的 記 述 な どの モ デ ル,論 証 に 対 す る 方 策,帰 納 的 推 論,記 憶,言 語 の 発 見 的

.問 題 解 決 の 理 論 な ど を扱 う。

6、862TopicsinArtificalIntelligence(A)

ArtificialIntelligenceで 現 在 活 動 的 な 研 究 話 題 を 選 ん で セ ミ ナ ー

を 行 う。 各 学 期 と も,1つ な い し2つ の 話 題 を深 く扱 う。'

6,863ProblemsofNaturalLanguageinArtificial

IntelligenceResearch(A)
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言 語 の 組 合 わせ 理 論,自 然 言 語 の 構 文 と意 味 に対 す る理 論 的 モ デ ル の 解 析

と比 較,な どを扱 う。

6,871KnowledgeBasedAppいcationsSystems

在 庫 管理,医 学,応 用 数学,あ る い は プ ログ ラ ミン グ とい った特 別 の 話 題

に つ いて の知 識 を含 む プ ログ ラ ミン グ ・シス テ ム の構 成。 ソフ トウ エア ・エ

ン ジニ ア リン グ,自 動 プ ログ ラ ミン グな ど も含 まれ る
。
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Illinois大 のComputerScience

Dpt.ofCS(computerscience)は 大 学 院 が先 に生 まれ ,学 部 は後 か

ら(1972年)発 足 した。

学 部 の学 生 は,情 報処 理 技 術 と計算 機 の理 論,設 計,応 用 の広 い そ して 深

い知 識 を得 る よ うに しなけ れ ば な らな い。 最 初 の2年 では,数 学,物 理 と

comuterscienceの 基 礎 的 な領 域 での基 本 的 な勉 強 を しなけ れ はな らな い。

この 基 礎 的 な 領 域 とい うの は,計 算,プ ロ グ ラ ミン グ ,計 算 機 の 構 成,数 値

解 析な どで ある。3年 目で基礎的勉強を完 了 し,科 目の選択 に よって学生の

脊 景 を広 げ る よ うに す る 。4年 次 で,彼 が 特 に 興 味 を も ち,ま た そ の 方 面 で

能 力 を もつ 話 題 に つ い て 理 解 を深 め る よ う に し なけ れ ば な らな い 。

大 学 院 の 学 生 は広 い 領 域 か ら募 集 さ れ る。 入 学 し た学 生 は ,最 初 の1学 期

の 間 に,GeneralExamに 合 格 しな け れ ば な らな い(GeneralExamに

つ い て は 概 要 が 後 に 示 さ れ る)
。 そ れ に は2つ の 目 的 が あ る 。1つ は,カ リ

キ ュ ラ ム の200レ ベ ル の 中 心 的 な コ ー ス 内 容 を修 得 さ せ る こ とで あ り
,第2

に,彼 の 脊 景 の 中 の 弱 点 を 補 う こ と で あ る。

大 学 院 の コ ー ス に は3つ あ る,す な わ ち

1・MasterofScienceinComputerScience

2・Ph・D・inComputerScience

3.MasterofScienceintheTeachingofComputer

Science

で あ る 。

MasterofScienceinComputerScienceでMasterの 称 号 を得

る に はthesiswork(1un・it)の 他 に7unitを 修 得 し な け れ ば な ら ない

(1unit=3～4時 間,1学 期)。

Ph.DinComputerScienceでPh.D.を 得 るに は,ま ずMaster

と 同 じ'8unitを 修 得 し,そ の 上 でQualifyingExaminationに 合 格 し,
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そ れ か らPh.D.Thesisに か か る こ と に な る 。QualifyingExamは つ き

の5分 野 の ど れ か を と る く と に な る 。

ComputerOrganizationandLogicDesign

Hardware

NumericalAnalysis

Software

TheoryofComputation

MasterofScienceintheTeachingofComputerScience

の 目 的 は,学 部,教 養 部,職 業 技 術 学 校,高 校 のcomputerscienceの

教 師 の 育 成 に あ る 。Masterの 修 得 に は

ComputerScienceCourses

EducationCourses

Electivesequence

を 修 得 す る こ と が 必 要 で あ る 。

コ ー ス 表

100番 台 は 学 部1,2年 生 用,

4unlts

2units

2 ,units

200番 台 は3,4年 生 用,300番 台 は3,4年 生,

大 学 院 生 用,400番 台 は 大 学 院 生 用 の もの で あ る 。

CS,MATH,EEは そ れ ぞ れDpt.ofComputerScience,Mathematics,

ElectricEngineeringの 略 で あ る 。CS103と はCS用 の 講 義 で あ り,

CS/MATH375はCS,MATH用 の 講 義 の こ とで あ る 。

CSlolIntroductiontoAutomaticDigitalComputing

工 学,自 然 科 学 系 の 学 年 に 対 す る 入 門 コ ー ス 。 計 算 機 の 構 成,問 題 の 形 式

化,数 値 計 算,機 械 語 の プ ロ グ ラ ミン グ,計 算 機 の 応 用 な ど。1学 期,毎 週

3時 間 。

CS1021ntroductiontoComputersandTheirApplication

toArchitecture

建 築 の 学 生 に 対 す る プ ロ グ ラ ミ ン グ入 門 コ ー ス 。 高 級 言 語.と 建 築 で の 特 別

一34一



の 利 用 の 応 用 プ ログ ラム 。1学 期,毎 週3時 間 。

CS1031ntroductiontoSocialandBehavioralScience

DigitalComputerProgra㎜ing

社 会 科 学,行 動 科 学 に 興 味 を も っ た 学 生 の プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 コ ー ス ,統

計 処 理 や デ ー タ 処 理 な どの 応 用 に 重 点 を 置 い たFORTRANプ ロ グ ラ ミ ン グ0

1学 期,毎 週3時 間。

CS1051ntroductiontoComputersandTheirApplication

toBusinessandCo㎜erce

計 算 機 基 礎,高 級 言 語 の プ ログ ラ ミン グ,事 務 の 問 題 に 対 す る 計 算 機 の 利

用 の 入 門 コ ー ス 。1学 期,毎 週3時 間。

CS1061ntroductiontoComputersforTeachers

計 算 機 の 操 作 と プ ロ グ ラ ミン グ,教 育 に対 す る そ の 応 用 の 入 門 コ ー ス 。1

学 期,毎 週3時 間 。

CSlo71ntroductiontoComputersforSecondarySchool

TeachersofMathematics

計 算 機 の 操 作,機 械 語,高 級 言 語 で の プ ロ グ ラ ミ ン グ とそ の 応 用 の 入 門 コ

ー ス
。 先 生 達 に,数 学 教 育 で 計 算 機 が もつ 可 能 性 を 知 らせ る こ とを 目的 と し

て い る 。1学 期,毎 週3時 間 。

CS109HonorsCourseinComputerScience

数 学 がAで あ る 学 生,特 別 の 試 験 に合 格 した 学 生 だ け が 登 鈷 で き る
。101・

～107の ど れ か1つ が 予 備 知 識 と して 要 請 さ れ る
。1学 期,毎 週1時 間 。

CS1211ntroductiontoComputerprogramming

Computerscience,数 学 の 学 生 の 入 門 コ ー ス 。 計 算 機 の 構 成 ,問 題 の

形 式 化,プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語,数 値 的,非 数 値 的 問 題 の 解 決 な どが 含 ま れ る 。

1学 期,毎 週4時 間
。j

CS199UndergraduateOpenSeminar

.CS201MachineLanguageandSystemProgrammingI
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機 械 語 の プ ロ グ ラ ミ ン グ,計 算 機 の 構 成 とそ の ソ フ トウ エ ア 上 で の 効 率,

イ ン タ ー プ リ タ,ア セ ン ブ ラ言 語 。Prer.CS121。1学 期,毎 週3時 間 。

CS209HonorsCourseinComPuterScience

CS201あ る い はCS264と 同 時 に登 録 。1時 間 。

CS211AdvancedComputerProgramming

Computerscienceを 主 専 攻 と しな い 学 生 に 対 す る コ ー ス で あ る 。 プ ロ

グ ラ ミ ン グ言 語 の よ り進 ん だ 特 徴,デ ィス ク,テ ー プ へ の 入 出 力,図 形 出 力,

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム や ジ ョ ブ ・コ ン ト ロ ー ル 言 語 の 使 用 等 。'Prer.

CS101～107の 中 の どれ か 。3時 間 。

CS2641ntroductiontotheStructureandLogicof

DigitalComputers

計 算 機 の 内 部 構 造 の 入 門,数 値 デ ー タ や 二 進 表 現 の 他 の デ ー タ に 演 算 を行

うた め の,ゲ ー ト,フ リ ップ ・フ ロ ッ プ,レ ジ ス タ,記 憶 装 置 の 設 計 な ど,

電 気 回 路 で は な く論 理 回 路 に よ っ て 表 現 す る 。Prer.CS121,CS201履 習

後 あ る い は 一 緒 に と る の が よい 。3時 間 。

CS265LogicDesignLaboratorywithIntegratedCircui-

ts

EXCELを 使 って の 設 計 演 習 で あ る。ICの 内 部 の 回 路 設 計 で は な く,ブ

ロ ック と して の 論 理 的 性 質 を 用 い た 設 計 で あ る 。Prer.CS264,EE290の

後 あ る い は 一 緒 の 登 録 が よ い 。2時 間 。

CS2811ntroductiontoComputerCircuitry

情 報 処 理 に 使 わ れ る 半 導 体 装 置 と回 路 の 入 門,講 義 と実 物 説 明 に よ る 。

Prer.102あ る い は107。3時 間 。

CS/MATH2871ntroductiontoNumericalAnalysis

物 理 専 攻 の 学 生 に 対 す る数 値 解 析 の 原 理 と技 術 の 入 門,4捨5入 の 誤 差 解

析,関 数,微 分,積 分 の 近 似,非 紡 型 の 方 程 式,微 分 方 程 式,線 型 の シ ス テ

ム の 数 値 解 法 な ど を 含 む 。 計 算 機 を 広 範 に 用 い る 。Prer.1年 間 の 微 積 分,
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CS121。3時 間 。

CS2901ndividualStudy

prer.CS121。1～2時 間 。

CS297SpecialTopicsinComputerScience

現 在 興 味 を も た れ で い る 話 題 の 講 義,主 題 は 時 間 表 で知 らせ る
。2～4時 間 。

CS3111nformatiOnSystems

情 報 の 認 識 と検 索 の 自動 シ ス テ ム の 構 成,デ ー タ ベ ー ス の 記 述,パ タ ー ン

認 識,計 算 機 に よ る 自動 診 断,ま た 特 に 人 工 頭 脳 や 発 見 的 プ ロ グ ラ ム を含 め

て 形 式 的 認 識 シ ス テ ム の 入 門 。Prer.CS321。3時 間 ま た は1unit。

CS313CombinatorialMathematics

順 列,組 合 わ せ,generatingfunctions,再 帰 的 関 係,in61usion

とexclusion,countingのPolyaの 理 論,blockdesignな ど
。

Prer.Math.140,141。3時 間 ま た は1unit。

CS3211nformationStructure

リ ス ト,木,グ ラ フ と文 字 列 の 処 理 や パ タ ー ン ・・ マ ッチ ン グへ の そ れ らの

応 用 ・ 記 憶 の 割 当 て,不 要 記 憶 の 募 集 な ど。Prer.CS201。3時 間 ま た は

1unlto

CS323SystemsProgrammin9

一 括 処 理 シ ス テ ム か ら タ イ ム ・シ
ェ ア リ ン グ,多 重 処 理 シス テ ム に い た る

計 算 機 の 種 々 の 利 用 方 式 に対 す る オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム の 構 成 と構 造 を

論 ず る 。Prer.CS201。3時 間 ま た は1unit。

CS325ProgrammingLanguagePrinciple

プrグ ラ ミ ン グ言 語 の 構 造 へ の 入 門,構 文 と意 味 の 形 式 化 さ れ た 記 述
,ア

ル ゴ リズ ム の 構 造,リ ス ト処 理,文 字 列 の 取 あ つ か い
,デ 三 夕の 記 述,シ ミ

ュ レ ー シ ョン 言 語,基 本 的 な デ ー タ の 型,演 算,命 令 文 の 型
,プ ログ ラ ム 構

造1マ ク ロ言 語 とそ れ を つ くる こ と,プ ログ ラ ム や デ ー タ の 実 行 時 の 表 現
。

Prer.CS201。3時 間 ま た は1unit。
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CS326CompilerConstruction

コ ン パ イ ラの 構 造 ,語 句 解 析,構 文 解 析,文 法,プ ロ グ ラ ム 言 語 の 記 述,

automaticallyconstructedrecognizer,errorrecovery ,

semanticlanguage,semanticprocess,中 間 言 語,optifnization

の 技 法,extendableコ ン パ イ ラ,Prer.CS325。3時 間 ま た は1unit。

CS333ComputerSystemOrganization

コ ン ピ ュ ー タ ・ シス テ ム の 解 析 と設 計,実 行 さ れ る 計 算 に 構 成 が ど う関 係

す る か,機 械 の 部 分 々 々,お よび 全 体 と して の 速 度 と費 用 。Prer.CS201。

3時 間 ま た は1unit。

CS/SE,ED357。ComputerAssistedInstruction

CAIと そ の 教 室 授 業 との 関 係,開 発,管 理,CAI授 業 の 評 価 に お け る 教

師 の 役 割,な ど 。Prer.CSlooレ ベ ル の どれ か。4時 間 ま た は1unit。

CS/AGRON365DigitalComputerMethodsforStatistical

DataProcessing

統 計 デ ー タの 処 理 に 高 速 装 置 を 有 効 に 利 用 す る た め の 計 算 方 法 の 研 究,特

に,統 計 の 問 題 に 高 速 の 計 算 機 を 用 い る 原 理 に 重 点 が お か れ る 。 多 くの 例 が

与 え られ,学 生 に実 際 の 問 題 を解 か せ る 。Prer.統 計 の コ ー ス とCS100

レ ベ ル の コ ー ス 。3時 間 ま た は1unit。

CS/MATH367ComputerApphcationtoProbleminMathe-

matiCS

数 学 的 に形 式 化 さ れ,計 算 機 で 解 くの に 適 した 多 くの 問 題 を論 ず る 。 問 題

は 主 に,応 用 統 計(特 に モ ン テ ・カ ル ロ法 と シ ミ ュ レ ー シ ョ ン),組 合 わ せ

数 学,記 号 代 数,ゲ ー ム,決 定 問 題 な どか ら
.え ら ば れ る 。Prer.CS121。

3時 間 ま た は1unit。

CS/MATH373CombinatorialComputing

組 合 わ せ 問 題 を 解 く ア ル ゴ リズ ム 。counting,enumeration,sorting,

searching,グ ラ フ理 論 や 代 数 の 計 算 問 題 な どが 含 ま れ る 。Prer.Math
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315,CS121。3時'間 ま た は1unit。

CS/MATH375AutomataandFormalLanguagesI

ア ル フ ァ ベ ッ ト,言 語 と文 法,有 限 オ ー トマ トン,正 規 表 現 と3型 文 法,

文 脈 自由 言 語 と プ ッ シ ュ ・ダ ウ ン ・オ ー トマ トン,チ ュ ー リン グ機 械 と解 決

不 可 能 性,Postの 問 題 と文 脈 自 由言 語 へ の そ の 応 用 。Prer.Math319。

3時 間 ま た は1unit。

CS/MATH376AutomataandFormalLanguagell

375の 続 き。3時 間 ま た は1unit。

CS/MATH379NumericalAnalysisI

非 線 型 方 程 式,数 値 積 分,補 間 法,近 似 法 の 解,計 算 機 を 用 い て 数 値 解 を

得 る よ う開 発 さ れ た ア ル ゴ リズ ム を用 い る。Prer.Math343,CS287。

3時 間 ま た は1unito

CS/MATH380NumericalAnalysis皿

微 分 方 程 式 の 初 期 値,境 界 値 問 題 の 数 値 解 法 の ア ル ゴ リズ ム と理 論 か ら,

線 型 代 数 と 固 有 値 問 題 に 至 る。Prer。CS/MATH287,MATH343。3時

間 間また は1unit。

CS/EE3811ntroductiontoComputerMemoriesandI/O

記 憶 装 置,入 出 力 装 置 そ の 他 へ の入 門,講 義 と実 物 説 明 。Prer.CS281。

3時 間 ま た は1unit。

CS/MATH383LinearProgra㎜ing

線 型 不 等 式 の シ ス テ ム 。Prer.1年 間 の 微 積 分 。3時 間 ま た は1unit。

CS/EE3841nformationandSignalProcessingbyComput-

1ngDevices

シ グ ナ ル 処 理 と情 報 処 理 の 演 算 と理 論;情 報 の ア ナ ロ グ
,デ ィ ジ タ ル,ス

ト カ ス テ ィ ソ ク 表 現 と処 理;情 報 の 表 現 の 一 つ の 型 か ら他 の 型 へ の 変 換
。

Prer・CS264,281。3時 間 ま た は1unit。

CS385TheoryofSemiconductorComputerDevices
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論 理 設 計 に 対 し,装 置 の 脊 景 か ら くる 展 開 に 重 点 が お か れ る 。Prer.

CS264,281。3時 間 ま た は1unit。

CS386ComputerDisplaysandPeripherals

表 示,周 辺 装 置 の 理 論 と操 作;人 間 と機 械 の 両 面;利 用 で き る 技 術 と装 置 。

Prer・CS381。3時 間 間ま た は1unit。

CS/EE389DigitalComputerCircuitDesign

現 在 利 用 で き る ダ イ オ ー ド,ト ラ ン ジ ス タ や 関 連 回 路 素 子 を 考 慮 し て,

ス イ ッチ 回 路 と シ ス テ ム の 設 計;低 速,高 速 回 路;回 路 の 信 頼 性 と費 用
。

Prer.CS264,281。3時 間 。

CS/xEE/MATH391S、vitchingTheory

組 合 わ せ 電 子,リ レ ー ・ス イ ッ チ ン グ ネ ッ トワ ー ク な ど。Prer・CS264。

3時 間 。

CS/EE/MATH392FiniteStateMachines－

同 期 式 お よび 非 同 期 式 機 械 。Prer.CS391。3時 間 。

CS/EE3941ntro'ductiontoComputerArithmetic

2進 表 現,加 算 器 や 演 算 装 置 の 論 理 設 計,乗 法,除 法 な ど,高 速 演 算 装 置

の ケ ー ス ・ス タ デ ィ を 含 む 。Prer.CS264。3時 間 。

CS/EE395ControlStructureofComputers

計 算 機 の 構 成 の 骨 組 み に お け る,非 同期,同 期 な らび に マ イ ク ロ ・プ ロ グ

ラム に よ るtSi.御 構 造,ケ ー ス ・ス タ デ ィ,多 重 処 理 と割 り込 み,入 出 力 な ど 。

Prer・CS391,201。3時 間 。

CS397SpecialTopicsinComputerScience

現 在 興 味 を もた れ て い る こ と に つ い て の 講 義,主 題 は 時 間 表 で 知 らせ る 。

2～3時 間 。

CS4001ntroductiontoAutomaticDigitalComputingfor

GraduateStudents

Procedure向 き 言 語 を 用 い る プ ロ グ ラ ミ ン グ の 入 門 コ ー ろ,大 学 院 の 単
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位 に は な ら な い 。

CS/EE414EngineeringApplicationsofLinearGraphs

線 型 グ ラ フ,オ イ ラ ー ・グ ラ フの 初 等 的 理 論;Cut-set,同 齢,木 行 列

の 実 現:ネ ッ トワ ー ク 解 析 と合 成 へ の 応 用;signalflowgraphと ス イ

ッ チ 回 路 へ の 応 用;通 信 網 。Prer.EE416,Math315。1unit。

CS425TopicsinCompilerConstruction

コ ン パ イ ラ ー 構 成 の 進 ん だ コ ー ス 。Prer .CS321,326。1unit。

CS441ComputerSystemsAnalysis

Realtimeシ ス テ ム の 構 成 と解 析 に 対 す る 解 析 的 な 手 法 を 展・関 す る
。 手

法 と して は,待 ち行 列 論,Scheduling論 ,オ ペ レ ー シ ・ ンズ ・ リサ ー チ 等

が 使 わ れ る 。Prer.Math361ま た は363
。1unit。

CS443LinearandIntegerProgramming

表 題 の 内 容 。Prer.Math315 。1unit。

CS/EE4441・t・ ・d・ ・ti・nt・A・tifi・i・11。t。11ig。
n,e .

自 然 言 語 を 計 算 機 に理 解 さ せ る こ と を 重 点 と した 人 工 知 脳 に お け る 基 礎 概

念 の 導 入 。 自然 言 語 の 概 念 の 形 式 的 表 現 ,デ ー タ 構 造,リ ス ト処 理,構 文 ,

意 味 解 析 を 含 む 言 語 解 析,自 動 論 理 演 算 や 定 理 の 証 明
。 算 疑 応 答,情 報 検 索

や 問 題 解 決 な どの 概 観 。1unit。

℃S/BA445SystemsModelingandSimulation

シ ミ ュ レ イ シ ョン ,ゲ ー ム の 理 論 と技 術 。GPSS,DYNAMO,SIMSCRI- ,

PTの よ うな シ ミ ュ レ ー シ ョ ン言 語
。 種 々 の 応 用 。Prer.CS105。1unit。

CS/EE456C・df・gTh・ 。ry

巡 回 コ ー ドを主 と した コ ー ド理 論 の 一 般 的 論 義error-control

procedureと 回 路,計 算 機 とデ ー タ 転 送 シス テ ムへ の 応 用,Prer .Math

31701unit
。

CS/MATH457Ad・ ・ncedN・meri・alA。 ・ly,i、

常 微 分 方 程 式,Picardの 存 在 理 論,one-step ,multi-stepmethod,

一41一



収 束,安 定 性,境 界 値 問 題,積 分 方 程 式 な ど。PrerCS380。1unit。

CS/MATH458TopicsinN㎜ericalAnalysis

偏 微 分 方 程 式 の 初 期 値 問 題,境 界 値 問 題 の 数 値 解,線 型 方 程 式 の 大 き な シ

ス テ ム の 繰 り返 し法 に よ る 解 法,収 束 等 に つ い て 。1unit。

CS/EE/MA.TH4631nformationTheory

情 報 チ ャ ネ ル,ソ ー ス の 数 学 的 モ デ ル,error-correctingcodesの

存 在 定 理 と構 成 な ど。Prer.MATH361。1unit。

CS/EE/MATH465TopicsinAutoma㌻aTheory

オ ー トマ トン理 論,決 定 問 題,形 式 言 語 な どか らの 話 題 。Prer.CS/

EE/MATH392。1unit。 、

CS/EE4691ntroductiontoCoherentOpticsandHologr-

aphy

光 学 的 情 報 処 理 装 置,シ ス テ ム。1unit。

CS/EE482TheoryofDigitalComputerArithrpetic

計 算 機 の 演 算 の 効 率 を増 す た め に,数 字 の 表 現 にredunduncyを 用 い る

と よい こ とを 力 説 す る 。Prer.CS/EE394。

CS/EE485AdvancedTheoryofMagneticandOpticComp-

uterMemoryDevices

表 題 の 通 り。Prer.CS/EE385。-tlunit。

CS/MATH487TheoryofApproximation

表 題 の 通 り。Prer.MATH318,348。1unit。

CS489TopicsinAnalysisofAlgorithm

種 々 の ア ル ゴ リズ ム の 理 論 的 解.析,例 え ば,sorting,searching,

selection,多 項 式 計 算,行 列 の 積,実 数 の 積 な ど。Prer.CS/MATH

373。'3時 間 ま た は1unit。

CS4901ndividualStudy

通 常 の コ ー ス に 含 ま れ な い 主 題 で あ る。1/2～1unit。
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CS491SeminarinComputerScience

1/2～1unit。

CS497SpecialTopicsinComputerScience

1/2～1unit。

CS499ThesisResearch

Masterの 学 位 に 対 す る も の とDoctorの 学 位 に 対 す る も の が あ る 。

0～4unito

111inois大 学 のGeneralExam

イ リノ イ大 学 の修 士 あ るいは博 士課 程 に入 学 した学 生 は,入 学 後 の最 初 の

一学 期 の うちに
,このGeneralExamに 合 格 しなけれ ばな らない 。それ は2つ

の 目的 の ため で あ る。

第1の 目的 はcomputerscienceに 関 して開 講 して い る200レ ベ ルの コ

ー スに 含 まれ る基 本的 な 内容 を包 括 的 に復 習 させ るこ とで あ り
,第2の 目的

は そ の学 生 が い ま ま で 勉強 して きた こ とには 含 まれ ない弱 点 をな くす こ とで

あ る。200レ ベ ルの コ ースは 学部 レベ ル の基 本 コ ースで あ る。 内容 は

ハ ー ドウエア

論 理 設 計

,数 値 解 析

ソ フ トウエ ア

の4つ の 分 野 にま たが って い る。 そ の概 要 を以 下 に記 す。

ハ ー ドウエア

工

2

a

4

5

BasicElectricityaridMagnetism

SimpleDiodeandTransistorTheory

SteadyStateCircuits

TransientBehaviorofCircuits

SimpleLogicCircuits
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論 理 設 計

1.CombinatorialCircuits

(a)SwitchingAlgebra

(b)PracticalImplementation

(c)DataRepresentation

2・SequentialCircuits

(a)BasicStorageElements

ft))SynchronousSequentialCircuits

(c)AsynchronousSequentialCircuits

3.DigitalComputer.Structure

(a)BinaryN㎜berRepresentationandArithmetic

(b)TypicalMemoryOrganization

(c)TypicalProcessorOrganization

4.CommonIntegratedCircuitDevices

数値解析
>

1.SimpleAnalysisofRoundoffErro .rs

(a)Mathematicalandmachinerepresentationofnumbers

(b)FloatingPointrepresentationofnurnbers

(c)Absoluteandrelativeerrors

2.ApproximatingtheRootsofNonlinearEquat}ons

3.Quadrature

(a)Newton-Cotesquadratureformulas

㈲Gaussquadratureformulas

(c)Rombergquadrature

(d)Adaptiveprocedures

4.NumericalLinearAlgebra

5.ApproximationofFunctions

－44一
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し

.

・

(a)Taylor'sTheoremwithremainders

(b)Polynomialinterpretation

(・)L・ast・quarescur・ ・fitti・g

(d}Mi・im・x・ ・unif。,iln。pP,。xim。ti。n

ソ フ ト.ウエア

特定 の機 械 の プ ログ ラ ミング言 語 は 必要 は な い が ,少 く も1つ の

機 械 語

ア セ ンブ ラ言 語

ブ ロ ック 構造 の 高 級言 語

に なれ て い る こ とが 必要 で あ る。

ー

ウ
一

つ
∨

4.

5

6

Programming

Languages

DataStructures

integers,floating-pointnumbers,characters ,inst-

rUCt10nS,arrayS・Stril}gS

stacks,queues,1inkedlist,trees,hashtables
,

input/outputstructures

ProgramStructures

bl・ ・k・tf・ ・ture・ ・ub・ ・utines ,・ ・r。uti。,、,

setsof'macroinstructions

iteration(FOR,DO,WHILE,REt)EAT)

alternation(IF,CASE)

interrupts(ON)

parallelism(FORK,JOIN)

Algorithms

Systems
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Illinois大 のComputerScienceの 研 究

a・CompilerDesignandConstruction

三異 っ た 機 械 の 間 の 持 運 び の 容 易 なgeneralpurposecompiler

の 設 計 と構 成

b.ComputationalAspectsofCombinatorialAlgorithms

数 値 解 析 が 解 析 学 に与 えた の と同 じ 関 係 をdiscretemathematics

に ど の よ うに して.与 え る か 。 ま たtree-processinglanguage・

NUCLEOLを 引 続 い て 開 発 す る 。

c.Computer-AidedInstruction(CAI)

PLATO・IVの 開 発,'つ ぎ の3つ を 含 む 。

1.Alibraryoflessons,coveringseveralprogramming

languages(PL/1,FORTRANandBASIC),computing

techniquesandapPlicationareas

2.Acompletelyself-containedinteractive.prograπi-

mingofprogramswrittenbystudentsinanyofthe

languagescoveredbythelessons

3.AconverSationaladvice-givingandinformation

retrievalsystem,toguidethestudentthrough

thelibraryoflessons,basedonhisgoalsand

pastperformance・

d.FactorAnalyticMethodology(Montanelli)

Factoranalyticmethodの よ し あ し を 算 定 す る2つ の 尺 度 が 開 発

さ れ て き た 。 ま たco㎜onfactorsの 数 を 定 め る 方 法 が,・random

dataか ら の 結 果 を 比 較 し な が ら 開 発 さ れ て き て い る 。

e.FormalGrammars(Cudia)

Compileralgorithmsの 解 析 と 関 連 し て 研 究 が 進 め ら れ て い る 。

f.Image .P.rocessingandPatternRecognition(Mi .chalsky
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andRay)

究 局 の 目標 は,目 に 見 え る 環 境 の 構 文 的 意 味 的 構 造 を 推 論 す る シ ス テ

ム を 設 計 す る こ と で あ る。 現 在 の技 術 的 研 究 は つ ぎの3つ の 部 分 か らで

き て い る 。

1.InteractivePictureProcessing

2.Patternrecognitiontheory:Parallelprocessing

strategles

3.Inferencestrategies

9.InformationEngineeringLaboratory

ス タ ッ フ はPoppleba㎜,Ray,Faiman,Kubitzの4教 授 で あ る 。

この1aboratoryで は60年 代 の 初 期 に はILLIACllのCPUも つ く ら

れ た 。 究 局 目標 はVonNeumannmachineで は 探 究 さ れ て き て い な い

情 報 処 理 の 方 法 を 研 究 す る こ とで あ る 。 現 在 は つ ぎ に あ げ る5つ の 領 域

の 仕 事 を して い る。

L

2

3

▲

5

Specialpurposemicroprogra㎜edprocessors『

StochasticProcessors『

Electro-OpticalProcessing

DisplaySystems

Electronicworldmodels

h・1・f・rm・ti・nR・t・i・Y・1andFileP・ ・cer・
、i・g

(Kuck,Lawrie,J.Liu)

2台 のPDP/40'と3台 のdiskdrivesを 用 い て 研 究 が 行 な わ れ て

い る 。 さ ら に,paralle1/pipelinehardwareを 増 強 ・してfile処

理 を 行 う こ と も,-理 論 面 と実 際 の 論 理 設 計 の 両 面 か ら研 究 さ れ て い る 。

i・LogicalDesignandSwitchingTheory(Muroga)

Integratedcircuitlogicnetworkの 設 計 の 理 論 と ア ル ゴ リズ

ム の 展 開 が 行 われ てい る。 また もう1つ の 課 題 と して ,NORゲ ー トの よ

うなsimplegateを も っ た 最 適 なnetworkを 設 計 す る ア ル ゴ リズ ム

ー47一



の 理 論 的 展 開 が 研 究 さ れ て い る 。

'j
.Machine,Software,andAlgorithmOrganization

(Kuck,Lawrie,Sameh)

Numericaltypeの ア ル ゴ リズ ム(例 え ばFORTRANプ ロ グ ラ ム)

に 対 して は,(1)算 術 式 のtreeheightを 減 らす,(2)繰 り返 しの100p

を 同 時 処 理 に 変 換 す る,(3)条 件 つ き飛 び 越 しのtree
、を 並 行 処 理 に 変 換

す る,と い う よ うな ア ル ゴ リズ ム が 開 発 さ れ て き た 。 こ う した こ とは

COBOLに 対 して も広 範 囲 に 分 析 さ れ て い る 。

k、MechanicalTheoremproving(Plaisted)

1storderpredicatecalculusのtheoremproverに 新 ら

しいstrategiesを 入 れ て 効 率 を 上 げ る こ とが 研 究 され て い る。

LMini-ComputerInstruction(Gillies)

C.S.のDpt.は20kWのmainmemory,disk,DECtapes,

highspeedpapertapein/outと12台 の テ レ タ イ プ を もっ た

PDP-11を も っ て い る 。OSはTSS,batch,CAIを 含 み,ア セ ン ブ

ラ言 語 が 使 え る 。PASCALの 使 用,マ イ ク ロプ ロ グ ラ ム で き るLoc-』

kheedSUEと1/4MBの コ ア メモ リを つ け る こ とが 計 画 さ れ て い る
。

Dynamicmicroprogrammingに よ り,端 末 か ら 自分 自 身 の 仮 想 計 算

機 に ア ク セ ス す る .よ うに す るの が ね らい で あ る 。

m・NetworkDesignandImplementation(Gillies)

こ れ は,高 速 で お 互 にtalkし 合 っ た り,loadshareやtask

switchingを す る よ うな 高 速 のdevicesのnetworkを つ くる こ と

に 関 連 し た 大 計 画 で あ る 。 開 発 に 用 い られ て い る.prototypecompu-

terはPDP-11/45で,ソ フ トウ ェ ア 言 語 は,multi-processing

やmulti-taskingを 許 すPASCALの 拡 張 で あ る 。

n・NumericalSolutionofpartialDifferentialEquations

(Saylor)
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■

Ellipticequati・n・,P・ ・ab・1i・
.・qU・ti・n・ に 対 す るb・u「i-

daryvalueproblemが 研 究 さ れ て い る 。

o,OperatingSystems(Friedman)

OSを 記 述 す る の に 適 し 「たalgorithmiclangua'geが 設 計 さ れ て

い る ・ こ の 言 語 は ・
.こ の 言 語 自 身 で こ の 言 語 の ・・Mpil・ ・が 書 け る よ う

に な っ て い る 。 こ の 研 究 は,multi-taskingsystemに お け るdea-

dlockの 阻 止 のresourceallocati'onalgorithmも 含 んk"V・ る
。

P.PlexProCessingLanguages(Hansen)

Run-timestorageilanagementに 関 し,garbagecollect-

ionalgorithmの 解 析 が行 な われ て い る。

q.SoftwareSystems(.Gear,Watanabe)

1・tera・ti・ ・g・aphicssuperVi… が9・aphi・termi。 。1,,

PDP-8/1,PDP-8,IBM360/75か ら な るcomputernetWorkに

対 し て 開 発 さ れ て き た 。

.r.TheoryofDigitalComputerArithmetic(Robertson)

施 設

a、Library

Dpt.は1972年5月 現 在 で,約15g種 の 雑 誌 と4,760冊 の 単 行 本 が

あ る 。

bInformationEngineeringLaboratoryFacilities

23台 のoscilloscope,23台 のVOM,23台 のpulse

gene「ato「 ・10台 のDVM・ 『 台 の1aser・12台 の テ レ ビ カ メ ラ
,8

台 のt・levi・i・ ・m・nit・rそ の 他.

c.InteractiveComputerGraphics

DECPDP-8withdiskandDECtapes

DEC338display

DECPDP-8/Iwiththreecomputergraphicterminals
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Stanford大 学 のComputerScience

Stanford大 学 のDept.ofComputerScienceに は 学 部 レベ ル の 学 生 は な

く,大 学 院 の み で あ る 。 大 学 院 に は,MasterofScienceに 向 う もの とDoctor

ofPhilosophyに 向 う もの とが あ る 。

Dpt.は,計 算 機 の 技 術 的 なそ して 知 的 な役 割 りに 習 熟 さ せ,computer

scienceの 研 究 者 を教 育 す る こ と を 目的 と して い る 。 い ろ い ろ の 応 用 が あ る

け れ ど も,計 算 機 で 問 題 を 解 決 し よ う と い う方 法 に は か な り一 貫 性 が あ り,

computerscienceに は 底 を 貫 ぬ く原 理 が あ る 。 しか し,こ の 分 野 は 依 然 と

して 若 く,学 生 達 に と っ て は,答 え よ り も質 問 の 方 が 多 い もの で あ る

Dpt.に は

ArtificialIntelligence

OombinatorjcsandAnalysisofAlgorithms

DesignofComputerandProgramsystems

Mathematica1TheoryofComputation

NumericalAnalysis

の 研 究 教 育 の 能 力 が あ る 。

デ ー タ処 理 の コ ー ス はlndustrialEngineeringDpt・ とGraduateschool

ofBusinessか ら,optimizationとmathematicalprogrammingの コ ー

ス は 主 と してOperationsResearchDpt,か ら,そ し て ス イ ッチ ン グ と 論

理 設 計 の コ ー ス は 主 と し てElectricalEngineeringDpt.か ら提 供 され る。

Computerscience以 外 のdpt.と 組 ん でPh.D.の プ ロ グ ラ ム を組 む こ と
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も で き る。 例 え ば,ORdpt.と 一 緒 に,最 適 化 理 論 で 生 ず る数 値 解 析 に 興 味

を もつ 学 生 に 対 す るPh.D.の プ ロ グ ラ ム も組 め る。-

Computerscienceは 本 質 的 に 学 際 的 な もの で あ る か ら,computersciencv

の 大 学 院 の 学 生 は,他 のdpt.で の 授 業 も 彼 等 の 勉 学 の 中 に 多 く組 み 入 れ る

こ とが 望'ま しい 。

Computerscienceで は 学 士 の 称 号 は な い 。 この 分 野 に 入 りた い学 部 の 学

生 は,主 と し て 数 学 や 数 理 科 学 で 与 え られ るcomputerscienceの 授 業 や コ

ー ス を と る と よい
。

Computerscienceの コ ー ス や 研 究 に 関 連 して ,情 報 処 理 セ ン タ ー を か な

り利 用 す る が,dpt.自 体 に もHP-2116とPDP-11が 各1台 あ る 。

ArtificialIntelligenceLaboratoryで は

ArtificialInte川gence

MathematicalTheoryofComputation

TimeSharing

HumanHigherMenta1Functions

SemanticsofNaturalLanguages

SymbolicComputation

そ の 他 関 連 し た こ と

が 研 究 さ れ て い る 。 そ し て

PDP-6とPDP-10のtimesharingsystem

64台 の デ ィ ス プ レ イ端 末

Computerで 制 御 さ れ た テ レ ビカ メ ラ

Computerで 制 御 さ れ た 入 工 手

Computerで 制 御 さ れ た 車
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な ど が あ る。 このlaboratoryはcomputersciencedpt .に 属 す る が,そ の

施 設 は,電 気 工 学,機 械 工 学,言 語 学,心 理 学,音 楽 な ど のdpt.や,こ の

laboratoryの 研 究 目 的 に 寄 与 す る 他 の 計 画 に も使 わ れ る 。 関 連 した こ と に

興 味 を も っ た 学 生 達 も利 用 で き る 。

Mastero{Science

こ れ を 得 る に は42unitsを か な りの 成 績 で 修 了 し な け れ ば な ら な い 。 こ の

中 の 少 く と も36unitsはcomputerscienceあ る い は 関 連 分 野 の もの で な け れ

ば な ら な い 。 関 連 分 野 の もの は,コ ー ス 表 の 最 後 に あ げ て あ る 。36の 中 の

6unitsは コ ー ス 番 号293で あ り ,更 に15unitsは コ ー ス 番 号 が200番 台 以

上 で な け れ ば な らな い 。

コ ー ス の 履 修 は,普 通 は つ ぎ の 要 件 に 沿 っ た もの で あ る
。

1.八 一 ドウ .エァ と ソ フ トウ エ ア に 深 さ を 与 え る もの,

140A,Bと つ ぎ の(a),{b),(c)の ど れ か1つ,

(a)211A,Bと311{b)211A,Bと246(c)112,246と311

2.Computerscienceに 対 す る数 学 的 基 礎 の コ ー ス か ら少 く も1つ
。

150,155,156と い っ た もの 。

3,数 値 解 析(135,137A,B,210)あ る い は ,財 政,会 計 の 中 か ら少 く も1

コ ー ス0

4.ORか 統 計 の 大 学 院 レベ ル の 少 く も1コ ー ス 。

5.ラ ボ ラ ト リ ・コ ー ス(191,193,293)か ら6units。

6.3～6unitsの セ ミ ナ ー ・コ ー ス(300,319)。

7.全 体 で42units以 上 の コ ー ス 。

も ち ろ ん 上 に あ げ た もの か ら少 しず れ て も か ま わ な い 。
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Ph.D.

Ph.Dを 得 る た め に は,つ ぎの 事 が 必 要 で あ る
。

1.ComputersciellCL)と 関 連 分 野 の 基 礎 領 域 を 含 む学 習 プ ロ グ ラ ム を 履 習

し な け れ ば な ら な し(。 学 生 の 相 談 に の る 教 師 が
,そ の プ ロ グ ラ ムが 適 当

か ど うか を 教 え て くれ る 。

2.各 学 生 は コ …ス204に 最 初 に 登 録 す る こ と が 期 待 さ れ る
。

3.各 学 生 は ,Computerscienceの 主 専 攻 領 域 で 大 学 院 入 門 レベ ル を 対 象

とす る ・・m・・eh・nsi・eex・ml輪 格 し知 れ ば 龍 ない .し か る後,・

学 期 の 勉学 の紗 ま で に1・h.D購 の た めの 候補 資格 を得 劫 れ ば な ら

な レ・。 さ らに9学 期 の終 りま で に,qualifyingexamに 合 格 しなけ れば

な らない 。

4.Ph.Dに と りもっ と も重 要 なの は 学 位 論 文 で あ る
。Dpt.は 現 在 つ ぎの

領 域 の研 究 を指 導 で きる。

アル ゴ リズ ムの 解析

自動 プ ログ ラ ミン グ'

定 理 の 自動 証 明

計 算 の 複 雑 さ の 理論

デ ー タ構 造

コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワーク の 設 計

プ ログ ラム ・シス テ ム の設 計

グ ラ フ理 論

発 見 的 プ ログ ラ ミン グ

効 率 評 価

計 算 機 に よる 自然 言 語 の 理 解
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数 値 線 型 代 数

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス ァ ム

最 適 化

偏 微 分 方 程 式

プ ロ グ ラ ム の 検 証

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語

計 算 機 シス テ ム の 信 頼 性

Robotics

ス プ ラ イ ン 関 数

視 覚 と知 覚

5.Ph.Dの 訓 練 の 一 部 と して,通 常teachingassistantが 行 っ て い る

教 育 を1学 期 以 上 し な け れ ば な ら な い 。 ま た 通 常rcsearchassistantが

行 っ て い る研 究 を1学 期 以 上 しな け れ ば な らな い 。

Computerscienceの 副 専 攻 と して,computerscienceコ ー ス を15units

履 習 しな け れ ば な らな い 。 一

学 部 と大 学 院 に 対 す る コ ー ス

103ProgramminginFORTRAN

ALGOI、Wあ るhはALGOL60で の プ ロ グ ラ ミ ン グ 経 験 の あ る学 生

に 対 す るFORTRANIV.入 門 。1unit。Prer.105ま た は106。

104ProgramminginALGOI、W

プ ロ グ ラ ミ ン グ 経 験 を もつ 学 生 に 対 す る105ま た は106の 縮 尺 。1unit。

1051ntroductiontoComputing

特 定 の 言 語 を 用 い て の プ ロ グ ラ ムの 設 計 と 構 成 。 応 用 に は 数 学 的 知 識 の

あ ま り必 要 の な い も の が と られ る 。 プ ロ グ ラ ミ ン グや 数 学 の 知 識 は あ ま
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りノ必、要 な しへ。3～4unitSo

1061ntroductiontoComputll19

特 定 の 言 語 を 用 い た プ ロ グ ラ ム の 設 計 と構 成 。 数 学 的 訓 練 を経 た 学 生

を 対 象 とす る 。'学 部 学 生 に は4units,大 学 院 に は3units。

109AssemblyLanguagcProgrammil19

1BM/360シ ス テ ム に 基 づ く。数 とそ の 他 の 型 の デ ー タ の 表 現,2進

演 算,命 令 の 実 行,記 号,番 地,式,デ ー タ の 型,宣 言,マ ク ロ命 令,

配 列,リ ス トな ど。Prer.105ま た は106。3units。

1111ntroductiontoComputeI・Organization,MachineandAssembly

Languages

109と 本 質 的 に 変 わ ら な い 。Prel:.105ま た は106。
.3units。

112DigitalCornuterOrganization

基 本 的 な2進 回 路,ス イ ッ チ ン グ理 論 と論 理 設 計 入 門,計 算 機 の 演 算,

記 憶,処 理,制 御 と 入 出 力,デ ー タ の 書 式,番 地 と命 令 の 集 合,小 型 計

算 機 の 論 理 設 計 。Prei・.111。3units。

125NounumericalMethods

概 論 的 コ ー ス で あ り,人 間,社 会,行 動 の 諸 科 学 の 学 生 に,非 数 学 的

な 型 の 特 別 の 問 題 を 計 算 機 で 解 く方 法 と 技 術 を 馴 れ さ せ る た め の も の で

あ る 。 実 際 的 な 問 題 と 実 用 性 に 重 き を 置 く。 扱 わ れ る 問 題 に は,テ キ ス

ト処 理,情 報 検 索,シ ス テ ム ・ シ ミュ レ ー シ ョ ン,図 形,初 等 的 な 統 計

計 算 な どが あ る 。Prer.105ま た は106。3units。

135NumericalMethods"

概 論 的 コ ー ス で あ り,理 工 系 の 学 生 に,数 学 的 な 型 の 特 別 の 問 題 を 計

算 機 で 解 く方 法 と 技 術 に 馴 れ さ せ る こ とが 目的 で あ る。 扱 わ れ る 問 題 に
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は,補 間,近 似,微 分 方 程 式 の 解,数 値 積 分,方 程 式 の 線 型 と 非 線 型 シ

ス テ ム の 解,高 速 フ ー リエ 変 換 な どが あ る
。 計 算 機 の 弱 点 とそ れ を い か

に 補 うか も論 じ る。 しか し,数 値 解 析 に 深 入 りは し な い 。Prer.

FORTRAN,数 学 の 若 干 の コ ー ス 。3units。

137A,B.NumericalAnalysis

Computerscienceと 数 学 の 学 生 の た めの コ ー ス で あ る。数 学 的 な 問 題

を 計 算 機 で 解 く 方 法 の 解 析 に 馴 れ さ せ る こ とが 目 的 で あ る。Aは1変 数

の 関 数 を 扱 う。 扱 わ れ る 問 題 に は,非 線 型 方 程 式,補 間 法 と 関 数 の 近 似,

数 値 微 分 と 積 分,常 微 分 方 程 式 の 解,級 数 の 和,収 束 の 解 析,切 捨 て と

4捨5入 の 評 価 な ど を 含 む 。 計 算 機 の 弱 点 とそ れ を い か に補 う か も含 む 。

Bは 多 変 数 の 場 合 で あ る。Prer.105ま た は106と 数 学 の若 干 の コ ース。

A,Bと も そ れ ぞ れ3units。

140A・BSystemsProgramming

複 雑 な プ ログ ラ ム ・シ ス テ ム の 設 計 を す る 能 力 を 開 発 した い 学 生 の た

め の もの で あ る 。 コ ー ス は,体 系 的 な プ ロ グ ラ ム 設 計 ,モ ジ ュ ラ ・プ ロ

グ ラ ム,プ ロ グ ラ ム の 検 証,デ ー 、タ構 造,sortingとbearchingの ア ル ゴ

リズ ム,コ ン パ イ ラや イ ン タ ー プ リ タ を 含 むtranslatorの よ う な ,基 礎

的 な プ ロ グ ラ ム 設 計 概 念 か ら始 ま る 。 更 に マ ク ロ機 能,ブ ー トス トラ ッ

ピ ン グ とportability,linkerとloader
,textediter,デ ィ バ ッ ギ ン グ ・

シ ス テ ム,入 出 力 シス テ ム,フ ァ イ ル ・シ ス テ ム を 含 み
,最 後 にOSの

機 能 と構 造 で 終 る 。Prer.111,104。A,Bと も 各3units。

144 、A,BDataStructure

計 算 機 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 技 術 を 徹 底 的 に 勉 強 し よ う とす る 学 生 の た

め の もの で あ る 。 線 形 リス ト,文 字 列,配 列,orthogonallist ,木 構 造,
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プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 の 中 で の デ ー タ 構 造 と い っ た
,デ ー タ の 基 本 概 念 と

そ の 計 算 機 の 中 で の 表 現 を 含 む 。 さ ら に ・sortingとsearchingの い ろ い

ろ の 技 術 の 詳 細,外 部 記 憶 装 置 の 利 用 ,デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン トな

ど も 含 ま れ る 。Prer・109ま た は
.111。A,Bと も3units。

1501ntroductiontoCombinator輌alTheorv

順 列,組 み 合 わ せ,分 割,母 関 数,メ ー ビ ウ ス の 反 転 ,Redfield－

ノ
Polya-deBreeijnの 理 論,グ ラ フ,木 の 初 等 的 理 論 な ど

。Prer.

数 学 の 若 干 の コ ー ス 。3units。

1511ntroductiontoi)iscreteMathematics

順 序 機 械 や コ ー デ ィ ン グ に 必 要 な 代 数 とcombinatorics入 門 ,集 合,

関 係 ・ 関 数 ・ 準 同 型 ・ 準 群 ・ 群 ・ 体 な ど 。Prer.数 学 の 若 干 の コ ー ス
。

3units。

155ConcreteMathematics

階 差 計 算,和 と 積 の 扱 い,二 項 係 数 の 性 質,stirling数 ,Fibonacci

数,回 帰 関 係 を 解 く た め の 母 関 数 の 利 用 ,漸 近 展 開,ア ル ゴ リ ズ ム の 解

析 な ど 。Prer.数 学 の 若 干 の コ ー ス 。3units。

1561ntroductiontoMathematicalTheoryofComputati
on

命題論理と第1麟 語論理を含む数理論理・計剤 能性端 綱的関数,

決 定 不 能 問 題 。3units。

191ComputerSystemLaboratory

プ ロ グ ラ ム あ る い は 論 理 回 路 か ら な る 計 算 機 シス テ ム の 設 計 と実 現 の

プ ロ ジ ェ ク ト。 個 人 で す る も の ,グ ル ー プ で す る もの が あ 『る。Prer.

140B,144A,B,212 ,242B,246の 中 の ど れ か1つ 。3units。

192ProgrammingServiceProject
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1～3unitSo

193DigitalLogicLaboratory

大 学 院 の た め の コ ー ス

204ProblemSeminar

種 々 の 言 語 を 用 い て,計 算 機 で 数 値 的,記 号 的 な 種 々 の 問 題 を 解 く。

3units。

206ComputingunitsSymbolicExpressions

LISP,代 数 式,グ ラ フ,コ ン パ イ リン グ な ど 記 号 表 現 の デ ー タ の 計 算 。

Artificialintelligenceへ の 準 備 で も あ る。prer.105ま た は106。:・

3units。

209ToplcsinCompUterScience

211A,BSwitchingThegryandI、ogicDesign

基 本 的 な 設 計 技 術 と一 般 概 念 に 重 点 を置 い た,2進 回 路 の 解 析 と構 成 。

プ ー ル 代 数,ス イ ッチ ン グ 関 数 の 簡 単 化,順 序 回 路,順 序 機 械 の 簡 単 化 。

ス イ ッチ ン グ,記 憶,入 出 力 装 置 の 特 徴 。IC族 の 比 較 。 プ ロ グ ラ ム 内

蔵 計 算 機,計 数 型 微 分 解 析 器,卓 上 計 算 機 な ど の よ う な シ ス テ ム の 論 理

設 計 。A,Bと も3units

219TopicsinDigitalSystems

224ModelsofThoughtProcesses

Artificiali'ntelligenceVak・ け る 概 念 と問 題 の 入 門 的 概 論 。 問 題 解 決

の 発 見 的 処 理,発 見 的 プ ロ グ ラ ミ ン グ。 人 間 の 認 識 や 感 情 の 説 明 と し て

の 情 報 処 理 モ デ ル 。Prer.105ま た は106。2units。'

225ArtificialIntelligenceResearch

Artificialintelligenceの 研 究 の 中 間 レベ ル の 検 討 。 問 題 解 決 の 一 般
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論,計 算 機 に よ る 定 理 の 証 明,意 味 情 報 の 処 理,問 題 の 表 現,科 学 的 論

証 過 程,知 覚 過 程 等 。 この コ ー ス は 大 学 院 の1年 生 に は 不 向 き で あ る 。

計 算 機 の プ ロ グ ラ ム を 含 め て 研 究 計 画 が 求 め ら れ る 。Prer・.206～

22403unitSo

226RepresentationProbleminArtlficialIntelligence

－ 般 的 な イ ン テ リ ジ
ェ ン ト ・プ ロ グ ラ ムが,因 果 関 係,能 力,知 識 と

いった事 を含む世界 について何 を知 らなければ な らないか を表現す る形

式 的 体 系 と,こ れ を 扱 う プ ロ グ ラ ム 。Prer.225。3tmits。

227Robotics

Artificialintetligenceシ ス テ ム を 構 成 す る 理 論 と実 際,視 覚,触 覚

や そ の 他 の 情 報 を 集 め,環 境 モ デ ル の 中 で そ れ を 利 用 す る 知 覚 の 問 題 に

重 点 が お か れ る 。 航 行,操 縦 の 問 題,自 動 的 に 方 策 を つ く り 出す こ と,

シ ス テ ム 設 計 な ど が 論 ぜ られ る。Prer.206ま た は224。3units。

229TopicsinArtificialIntelligence

3units。

234NumericalMethodsofOptimization

数 値 解 析,デ ー タ 処 理 や,あ ら ゆ る 科 学 的 計 算 に 重 要 な 部 分 を な す 決

定 問 題 に 関 す る ソ フ トウ ェ ア 問 題 の 入 門 。3units。

237AAdvancedNumericalAnalysis

線 形 問 題 の 解,線 形 方 程 式,ス パ ー ス 行 列 に 対 す る 反 復 法,線 型 計 画,

非 線 型 問 題 の 線 型 化 な ど。Prer.137Bと 数 学 の 若 干 の コ ー ス 。

3units。

237B,CAdvancedNumericalAnalysis

常 微 分 方 程 式,偏 微 分 方 程 式 を 解 い た り,関 数 を近 似 し た り,固 有 値
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や 固 有 ベ ク トル を 計 算 した りす る の に 計 算 機 を 用 い る 理 論 と実 際 を深 く

追 及 す る 。Prer・237A。B,Cと も3units。

239TopicsinNumei'icalAnalysis

240A,BCompilerconstruction

高 級 プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 の 翻 訳 プ ロ グ ラ ム 作 成 の 理 論 と 実 際,走 査,

形 式 言語 の 分 解,文 脈 自 由 言 語 の 初 等 理 論 と 構 文 解 析,目 的 コ ー ドの 生

成 と 最 適 化 な ど。computerscienceを 主 専 攻 とす る 学 生 向 け 。Prer.

140A,B。A,Bと も 各3units
。

2460peratingSystems

多 重 プ ロ グ ラ ミ ン グ と タ イ ム ・シ ェ ア リング ・シス テム の 設 計,プ ロセ

ス と プ ロ セ ス 交 信 ,入 出 力 制 御,記 憶 領 域 の 管 理,ス ケ ジ ュ ー リ ン グ,

フ ァ イル ・シ ス テ ム,保 護,資 源 割 当 て な ど。Prer .140Bと プ ロ グ

ラ ミン グ の 経 験,な らび に 統 計 の 若 干 の コ ー ス 。

247Computer8ystemEvaluation

計 算 機 シス テ ム で の 効 率 評 価,待 ち行 列 論,多 重 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 待

ち 行 列 モ デ ル,ハ ー ドウェ ア,ソ フ トウェ ア に よ る ボ トル ネ ック,メ ジ ャ

メ ン トの 解 析,プ ロ グ ラ ム の 動 作 の モ デ ル,記 憶 装 置,階 層 記 憶 ,フ ァ

イ ル構 造,ジ ョ ブ と計 算 機 シ ス テ ム の 資 源 の 割 当 て とス ケ ジ ュ ー リ ン グ。

3units。

249TopicsinProgrammingSystem

255AnalysisofAlgorithms

ア ル ゴ リズ ム の 解 析 で 専 門 的 な仕 事 を す る で あ ろ う学 生 の た め の コ ー

ス 。 意 味 の 問 題 の 概 念 的 な 概 観 。 計 算 機 に 実 現 す る こ と に 関 して の
,論

理,心 理 学,言 語 学 か らの 形 式 的 体 系,自 然 言 語 に 対 す る 現 在 の 計 算 機
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シ ス テ ム の 概 説 と 評 価 。4tlnits。

256Computability

計 算 機 と計算 に対 す る数 学 的 モ デ ル,複 数 テ ー プの チ ュー リン グ機 械,
　

ブ ッ シ ュ ・ダ ウ ン ・オ ー トマ タ,フ ロ ー チ ャ ー ト,プ ロ グ ラ ム の 型 な ど。

形 式 言 語 と オ ー トマ タ 論 と の 関 係 。 計 算 の 複 雑 さ の 理 論,非 決 定 的 な 確 .

率 的 計 算 機,決 定 問 題,計 算 可 能 性 め 問 題 。3units。

257AdvancedComputabihty－

機 械 的 な定 理 の 証 明,ゲ ー デ ル の 定 理,自 動 プ ロ グ ラ ミ ン グ,256の

続 編 。3units。

258.MathematicalTheoryofComputation

プ ロ グ ラ ミン グ 言 語 の 構 文 とformalsemantics。 帰 納 的 に 定 義 さ れ た

関 数 と帰 納 的 プ ロ グ ラ ム.。Burstall,Floyd,Hoare,Manna,McCarthy,

Scottの 形 式 的 体 系 を用 い て,プ ロ グ ラ ム の 正 当 性 の 証 明 。・Proof-

checker.を 用 い て プ ロ グ ラ ム の 正 当 性 を 証 明 す る こ と な ど。Prer.

156,20603unitso

259

265

266

392

003

310

TopicsinTheoryofComputation

ComputationalModelsfortheSyntaxofNaturaiLanguage

自 然 言 語 の 構 文 を 計 算 機 に 実 現 す る た め の 入 門 。4units

ComputationalModelsfortheSemanticsofNaturalLanguage

4units。

ComputerIＬaboratory

ComputerScienceColloquium

lunit。

SeminaronDigitalSystems

－61一



論 理 設計 ・ ス イ ッチ ン グ理 論 ・機 械 構 成 ・OSな どの領 域 で の現 在 の

研 究 の 議 論 。lunits

311AdvancedComputerOrganization

高 速 演 算 に 対 す る 機 械 の ア ル ゴ リ ズ ム 。 階 層 記 憶,デ ー タ 形 式,命 令

の 集 合,番 地,制 御 。 多 重 処 理 系,ス タ ッ ク 構 造 の 計 算 機,パ イ プ ・ ラ

イ ン 計 算 機 。Prer.111,112ま た は212。3units。

319ADigitalReliabilitySeminar

信 頼 性,検 査,診 断,重 複 等 に つ い て の 討 論 。1～4units。

319BParallelSystemSemina「

ハ ー ド7エ ァ ,ソ フ ト ウ ェ ア の シ ス テ ム 設 計 の 領 域 で の 研 究 問 題 の 討

論 。OSの 設 計 方 法 。 プ ロ グ ラ ム の 検 証,プ ロ グ ラ ム の 検 査,誤 り の 検

出,誤 り の 回 復,並 行 処 理 シ ス テ ム の モ デ ル な ど 。1～4units。

319CComputerSystemAnalysisSeminar

計 算 機 シ ス テ ム の 効 率,構 成 要 素 の 解 析 や モ デ ル 作 り に つ い て の 討 論 。

1unit。

319DCo㎜unicationNetworkSeminar

1～4unitSo .

320ArtificialInte川genceSeminar

1～3unitSo

330NumericalAnalysisSeminar

1～3unitSo

340ProgrammingSystemSeminar

1～3unitSo

350TheoryofComputationSeminar
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365

390

'

1～3unitSo

SeminarinComputationalLinguistics

3units。

AdvancedReadingandResearch

⑳

■

直

つ ぎ に あ げ る も の は 他 のdpt・ で 提 供 し て い る も の で あ る が ,COInputer

scienceの 学 生 に も 特 別 に 興 味 の あ る も の で あ る'。

AnalogComputation(Electrical・Engineel・ing)

D・t。P・ 。6essi。g(1。d。,t・i。[E。gi_i。g)

DataProcessinginBusinessProblems(Business) ・
InformationandCommunicationTheory(ElectricalEngineering)

MathematicalLogic(Mathematics)

MathematicalModels(BehavorialScience)

MathematicalProgramming(OperationsResearch)

ProbabilityandStatistics(Statistics)

RecursionTheory(Mathematics)

ScienceinManagementandOperationsResearch(OperationsResearch)

StatisticalMethodsofEconome:trics(Economics)

Th…yOfAy・ ・m…(Elec・ ・icalE・gi・ee・i・g)

TheoryandDesignofSystemsandAdaptiveSystems

(Elect・icalE・gine
.e・i・g)

Theory・ofSwitchingandDigitalComputer(ElectricalEngineering)
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MITのSloanSchoo1

AlfredP.SloanSchoolofManagernentに は学 部 と大 学院 が ある
。

大 学 蹴 は ぬ ・・er'd・g・ee,D・c…d・g・eeへ の もの が あ る
.企 業

の管 理 者 の育成 を 目的 と して い る こ とは い うまで もな いが
,こ の管 理 者 とは,

大 企 業 の大 幹 部 だけ を指 して い る わ け で はな い。 中堅 企業 の指導 者,大 企 業

で のORワ ー カr等,多 彩 な 職 種 につ く卒 業生 が いる ら しい
。 そ れ だけ に

開 講 さ れ てい る講 義 も多 方面 に わた り多彩 で あ り,OR,情 報 処 理 関 係 の も

の も多 い。

以 下では・大学院関係 の授業 についてだけ拾 ってみる こと吟 る
.そ れ ら

は 大 別 し て つ ぎ に あ げ ・る16に 分 類 さ れ る
。

ManagerialEconomi'cs

OperationsRes'earch/Statistics

InternationalBusiness

HistoryandEnvironment

OrganizationStudies

ManagementofInnovation

Finance

ManagementPlanningandControl

Managemen'tInformat .ionSystems

IndustrialRelations

Law

ManagementLaboIatory

Op6rationsManagement

Marketing

SystemDynamics
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GeneralPoiicyandSpecial

す べ て に つ い て 記 す の は無 理 で あ る が,

ManagementInformationSystems

OperationsResearch/Statistics(講 義 名 の み)

に つ い て 記 す 。

い ず れ も授 業 は1学 期 間,毎 週3時 間 で あ る 。 授 業 の 特 徴 と して は,講 義

だ け に終 止 す る もの は 少 な く,casestudy,fieldstudyが と り入 れ ら

れ て い る 。

ManagementInformati6nsystems

15.561 .BenchmarkComputerProgra㎜ing

計 算 機,計 算 の 入 門 。 ハ ー ド ウエ ア,ソ フ ト ウ エ ア,PL/1に よ る プ ・

グ ラ ミ ン グ な ど。

15.564ManagementInformationTechnologyI

計 算 機 シ ス テ ム ∫ 計 算 機 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ミ ン グ へ の 入 門 。 機 械 語,ア セ

ン ブ ラ,コ ン パ イ ラ,オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム な ど を 含 む 。 プ ロ グ ラ ミ

ン グ 言 語 に よ る ア ル ゴ リズ ム の 機 械 語 へ の変 換,表 の処 理,searching,

SOrting,StOragemanagementな ど も扱 う。

15.565ManagementInformationTechnology皿

情 報 と制 御 の シ ス テ ム に よ り利 用 で き る ハ ー ドウ エ ア,ソ フ ト ウ エ ア の 技

術 へ の 入 門 。 オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム 計 算 機 シ ス テ ム,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ,

端 末 器,デ ー タ集 収 装 置 な ど が 議 論 さ れ る。

15.568ManagementInformationSystems

計 算機 の管 理面 へ の応 用。 情 報 処 理 に基 づで た マ ネ ジメ ン トの理 論 ・ 情報

処 理技 術 の簡 単 な概 説,情 報 の費 用 と価 値,シ ス テ ム解析 と設 計 の技 術 な ど

が扱 われ る。

15.569ManagementDecisionSystems
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管 理 者 の 意 志 決 定 や 問 題 解 決 を援 け る よ う に設 計 さ れ た計 算 機 に基 づ い た

シ ス テ ム 。 利 用 で き る 計 算 機 技 術 の 算 定
,decisionsupportsystem

の 設 計 とimplementationな ど が含 ま れ る。

15.571AdvancedComputerSystems

リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ム や オ ペ レー テ ィ ング ・シ ス テ ム の 更 に 進 ん だ 研 究
。

入 出 力 ブ ・ グ ラ ミ ン グ,非 同 期 処 理,多 重 プ ログ ラ ミ ン グ,仮 想 記 憶 ,フ ァ

イ ル ・シ ス テ ム,フ ァ イ ル 保 護 な どが 扱 わ れ る 。

15.572Sys!ems .Simulation

高 速 の 計 算 機 を 用 い て の モ デ ル 作 りの 方 法 論 へ の 入 門 。

OperationsResearch/Stat'istics

15.060

15.061

15.062

15.063

15.065

15.071

15.073

15.075

15.077

15.079

15.081

15.083

15.084

15.094

15.ogg

MathematicsforManagement

Mathematics'forManagementI

MathelnaticsforManagement[

StatisticsforModelBuilding

DecisionAnalvsis ピ
QuantitativeMethod

StochasticSystem

StatisticalTheoryandApplication

BayesianAnalysisStudiestt

DataAnalysisWorkshop

MathematicalProgra㎜ing

CombinatorialOpt-imization

TheoryofMathematicalProgra㎜ingand .Discre-

teTimeOptimalControl

OptimizationinFiniteanqInfiniteDimenSions

SeminarinManagementScience
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HarvardBusinessSchoo1

ア メ リカ,特 に ハ ーバー ド ・ビジ ネス ・ス クー ルの管 理 者 教 育 プ ログ ラム と

そ の 中の コ ン ピ ュー タ教 育 につ い て

さか ん な管 理 者 教 育 今,ア メ リカで は ,か つ て な いほ ど管 理 者教 育,経 営

者教 育 が さか ん で ある。 上 は 上級 管理 者 か ら下 は現場 監督 者,主 任 級 に至 る

様 々な管 理 者階 層 を 目標 に,そ の 内容 も企 業 に関す る あ らゆる 分野 を網 羅 し,

ま こ とに広 範 多岐 であ る。 授 業 の ス ケ ジュー ル も会社 を離 れ て一定期 間学 習

に専 念 す る フ ル ・タ イム の もの ば か りで な く,夜 間,週 末,特 定曜 日の ウ ィ

ー ク ・デ ィな ど に 授 業 を行 う
,働 き な が ら学 ぶ パー ト ・タ イム ・コー ス も

沢 山 開 か れ て い る。 ご く大 ざ っぱ に見積 っ て も,こ の種 の学 校 に学 ぶ 企 業人

は100万 人 を下 らな い で あろ う。 学ぶ こ との 目的 は もちろん 昇進 昇 給 で ある
。

会 社 も社 員 の この よ うな 勉強 を奨 励 してお り,様 々な 割合 の学費 を補助 して

し(る。 この傾 向 ぱ1974-75年 の不 況 に よる失 業 率 の上 昇 に よ り一層 拍車 を

か け られ た。 職 を失 わな い た め には 何 か特 別 な技術 を身 につ け てい な け れば

な らな い,と い う想 い が 企業 人 た ち を駆 り立 てた。

これ らの管 理 者 教 育 の 中 で,中 間 管理 職 以 上 の地 位 に ある企業 人 に とっ て ,

権威 の あ る,魅 力 的 な コー ス は,ハ ー バ ー ド,コ ロ ン ビア,ダ ー トマス ,M

IT,ペ ン シル バ ニア の ウ ォー トン,シ カゴ,ス タ ンフ ォー ドな どの諸 大 学

の提 供 す る上級 管 理者 お よび 中級 管理 者 向 け の コース で あ る。 これ らの コー

ス は3週 間 か ら3ケ 月 の フル ・タ イ ム型 で ,通 常,泊 り込 み合 宿 方式 を採 る。

授 業 料 は$2,500～$7,500で ある。 た とえ ば,ハ ー バー ド ・ビ ジネ ス ・

ス ク
.一ル のAdvancedManagementProgramは13週 間 で,

授 業料 は ク ラス 会費 込 み で$6,850,春,夏,秋 の年3回 開 かれ る。 定 員 は

160名 で ある が,実 際 の出 席者 は35名 乃至50名 ,か な リス パ ル タ式 の詰

め込 み 合宿 教 育 であ る。8人 の教 授 陣 が1日6時 間 の講 義 また は演 習 を担 当
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す る・ 授業 繊 蜘 ・数 鞘 にわ 拍 講 ・繰 せ られ る
.燥 は,粧 ・

ッフ'マ ネ ジ メ ン トの地 伽 こある か・ 近 い将 来 にそ の地 位 を 占 め る,経 纏

富 な 管酬 で・ 学 習課題 は・ 経 営 計 画,鱗 戦 略,資 金 計 嘩 ど に力点 樋

か れ てい る が・最 近 ・ ・れ に企業 倫理 の問題 が厩 ら技 .搬 方法 と して,

こ こ で も,ハ ーバ ー ド ・ビ ジネス ・ス ク ール の事例 研究 方式(
casebook

approachま た はcasemethod)が 広 く用 い られて お り
,受 講 者 は,演 習

や事例研究の眼目となる識 の場で事例の中喧 儲 の役割描 ずる
。とを

求 め られ る・ しか し・ ・れ らの上 坤 縮 理 者 向 けの諸 ・一ス に 出席 して
,

受 講 散 ちが一 体 何 を学 び取 っ た か を,正 献 酬 す る ・ とは 容 易 で は な い。

受 講 著 た ちは 一徹 墳 動 経蹴 った ,イ号る所 が あっ た,と 語 る が ,具 体

的 に どん な利 益 が あ った カ㍉ と問 わ れ れば
,そ の返 事は必 ず しも分 明 で は な

い・ これ らの ・一ス の効 果 を客 観 的 に測 定 す る尺 度 はな い
.・ 一スへ の 出席

が 会社 に おけ る昇 進 と結 びつ く保 証 は な い よ うであ る
。

以 上 の ‥ スは 学位 と関係 のな い ・一 ス で あるが
,そ れ とは別 に学 位 を取

得 す る こ とので きる ・一 ス もい ろ いろ ある
.通 常,大 学 卒 業後 さ らに,年 間

の ビジネス ・スク ール を修 了す れば ,MBAの 学位 を取得 す る(ビ ジネス ・ス

ク ール の普 通 コース につ い て は 「ス タ ン フ ォー ド大学 ビジネ ス ・ス ク ー ル」

の報 告 文 を参 照 さ れ たい) ・MBAの 学位 は 今 で も多 くの企業 人 に とっ て高

く評 価 さ れ ・難 題 碩 格 で ある
・MBAは ・れ を働 きなが ら学 ぶ パ ー,・

・タ イ ム形 式 の 通 学 で と る こ と も で き る
。 こ の 場 合,1回2,3時 間,週2'

.回 の夜 靴3・4年 も し くは それ 以 一ψ 期 間 勤 な くてぱ らな い.MBA

ほ ど幅 広 い 範 囲 で な く,企 業 活 動 の 特 定 職 能 だ け を学 び た い な らば
,MS

(M・ ・・…fS・i・nce)の 学 位 を とれ る ・ 一 ス が あ る
.こ の 。 一 ス はMB

Aよbも 勉 強量 ・ 鯛 共 に少 ぱ てす む
.ま た,企 業 の 中で ス 。 。 フ的役 割

を担 当 す る沙 数 の ス ペ シ ・ リス トの た め"⊂PhDの 取得 を 目的 とす る夜 学

も あ り・5年 か ら8年 に わ たる長 期 の通 学 が必 要 とな る
.MBAを 求 め て 学

ん でい る企 業 人購 い 人 だ け では な い
.一 。一 ・一 力 ウ 。一 、↓ 街 に 近 い



種 々 の 企 業 管 理 者 向 け の コ ー ス 一 覧

学

位

を

付

与

す

る

コ

ー

ス

学

位

を

付

与

し

な

い

コ

ー

ス

コ ス

MBA(general)

MBA(executive)

MS

inbusiness

PhD

inbu8ine8s

上 級 管 理 者 コー ス

中 級 管 理 者 コー ス

資 格 取 得 コ ー ス

夜 間 コ ス

学 習 内 容

基礎的 な経営管理技法全般 と会計学,管 理学,マ ーケテ

dン グなどの専門 分野1つ の専攻。

generalMBAと 同 じだが,専 門分野の学習量が少

な く,管 理学 に重点 を置 く。

若干の基礎的な管理者訓練,し か し重点 は専門知識の取

得。会計学,コ ン ピュータ ・サイエンス,数 量的手法 な

ど。

種 々の専門分野 における研究。

会計学,コ ン ピュー タ ・アプ リケーシ ・ン,財 務,経 済

学。

現代経営技法全般。高度の経営計画策定,問 題解決の能

力酒養に重点。

上級管理者コース と同じ。ただ し,営 業所,事 業部単位

の問題解決能力を重視。

狭 い範囲の特定技法を教授。

コン ピュータ利用法,税 法,投 資管理など。

経営管理技法,演 説術,教 養科 目,自 然科学な どあらゆ

る分野の生涯教育 コース。
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受 講 者

中,下 級管理者候補 たる新規

採用者。22～35才,時 に

50才 ま で も。

上,中 級管理者。通常,費 用

会社負担。35～45才 。平

均10年 の就業 経験。

新規 採用 の初級管理者候補。

時 に費用会社負担。22～

30才 。

企業のス タッフ部門 の専門職。

会社負担多 し。25～40才 。

上,中 級管理者。費用会社負

担が必要条件。35～50才 。

年収$Z5.OOO～$50,000

中,下 級管理者。費用会社負

担の場 合多 し。 中小企業の管

理者 も若干。25～40才 。

下級管理者,新 規採用者。仕

事上必要な資格取得のため。

新規採用の 中級管理者が多い。

しか し,コ ースそ の ものは万

人向 き。

授 業 料

私大$4,000～$&OOO

公立 大の場合私大 の40%減

$5,000～$10,000

私大$2,000～$4,000

公 立 大の場合私大の40%減

私 大$8,0UO～$12,000

公 立 大$4,000～$6,000

$Z500～$7,500

$2,500～$6,UOO

$500～$1,500

$75～$150

期 間

1週2回 の 授 業 の パ ー ト タ イ

ム 式 で3,4年 必 要 。60セ

ミス タ ・ア ワ ーo

通 常45セ ミス タ ・ア ワ ー0

2年 以 上,毎 週 丸1日 の べ ー

スO

通 常30セ ミス タ ー ・ア ワ ー 。

週1,2回 の 夜 学 で,12～

18ケ 月。

5～8年,週2回 の夜 間授業。

学位論文必要。

3週 間～3ケ 月。 フル ・タイ

ム。合宿研修。毎 日4,5時

間 の授業。討論 と読書宿題。

上級管理者 コースに同 じ。

週1晩 で12～18ケ 月 。

週 に1,2回,1回2時 間 の

授 業 。
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Pace大 学 の夜 間MBAコ ー スで は ,30才 以 上 の学生 が45%,40才 を

超 す 都 ・5%を 散 る・ この大 学 では ,授 業 は夜neと は限 らなL、・・,.勤 労

中年 学 生 の便 の た め に朝 の授 業(7時 ～8時45分)
,昼 休 み の授 業(90

分)が 設 け られ て い る。 夜 学 といえ ど も,課 せ られ る勉 強 は厳 しい。 授 業1

時 間 当 り2,3時 間 の 予 習,復 習 は 必 要 で あ り,合 計 す る と週 に12時 間

以 上 の 自習 を必 要 とす る。 したが っ て,落 伍者 も少な くな い
。 ある 夜 学生 の

体 験 談 に よれ ば,43人 で ス ター トした ク ラス が卒 業時 には24人 に な
っ て

い たそ うで あ る。 パ ー ト ・タ イム のMBAコ ー ス に似 て い る コー ス で
,も っ

と上 の 中級 か ら上 級 の,年 齢 的 に は35才 か ら45才 の 管理 者 を 目的 とす る

executiveMBA(EMB『Aと もい う)と い うコー ス もあ る
。EMBAの

大 きな特徴 は 授 業 日程 であ る。 大 低 は 各 週 丸1日 の授 業
,1週 ご と に金 曜 日

と土 曜 日 を交互 に授 業 日とす る学 校 もある
。 こ うす れ ば,会 社 側 も学 生 で あ

る管理 者 側 もそ れぞ れ2週 間 に1日 ず つ犠 牲 にす る だけ で 済 む
,と い うこ と

で ある。 多忙 な 中年 管理 者 向 け の コー ス ら しい 工夫 といえ よ う
。

以 上述 べ た よ うに,働 く管 理者 を対 象 とす る各種 コー スは 多彩 で
,ま さ に

花 ざか りの感 が ある。 ニ ュー ヨー クだ け で1ダ ース ものMBAの パ ー ト ・タ

イ ム校 が あ る。 全 米 で ビジネ ス関 係 の学 校 は400校 ほ どあるが
,全 米 ビ ジネ

ス ・ス ク ール協 会(AmericanAssembl
yofCollegiateSchoolsof

Business)が 基 準 合 格 の 学校 と して い る の は,僅 か に100校 にす ぎな し(。

ア ルバ イ トの教 授 陣 に頼 り切 り,図 書 館 も コン ピュー タ もな い 学 校 が か な り

ある。 一部 に,MBAの レベ ルが 落 ちた ,学 業 も昔 に くらべ て易 し くな っ た,

との非 難 の声 が起 る所以 で あ る。 この辺 の事 情 は ,わ が 国 の戦 後 の大 学 事 情

と酷 似 してお り,,苦 笑 させ られ る。

企 業 教育 の背 景 以 上 見 て来 た よ うに ,ま こ とにさか ん な管 理 者教 育 で ある。

2年 間 の オ ー ソ ドックス な ビ ジネ ス ・ス クー ル の教 育 を中心 に
,企 業 学 とも

呼 ぶべ き,企 業 活動 の あ ら ゆる職 能 分 野 に関す る多種 多様 の教 育 が企 業 の あ



らゆ る階 層 の 管理 職 に もて は や され,ま さ シこ勉強 に狂奔 して いる有 様 は
,ア

メ リカだけ の もの で は ある ま いか。 ま た ,ア メ リカの企 業 学 は実 用 主 義 的

(pragmatic)で 経 験 主 義 的(empirica1)な 色彩 が 濃 厚 で ある
。 この よ

うな特 徴 の 由来 す る原 因 は ど こに あ る であ ろ うか。

近 代 企 業 が 大規 模 経 営 とな る に した が って,そ こでは 株式 分散 に基 づ く資

本 と経営 の 分 離,ま たは 出資 と管 理 の 分離 が促 進 さ れ ,こ れ が専 門 経営 者 の

成立 す る基 盤 とな っ た こ とは既 に周 知 の事 実 で あ る。 す な わ ち,株 式 分散 が

極 度 に行 わ れ て くる と,自 ず か ら会社経 営 の事実 上 の支 配 力が ,株 主 た る 出

資 者 の手 を離 れ て経 営 者 の掌 中 に移 って い き,こ こに いわ ゆる経営 者支 配 の

事 実 が 成 立 す る。 この傾 向 は,現 代 で は,既 に1企 業 内 部 の領 域 を超 え て ,

経 営者 は,従 来 の資 本 家 に とって 代 わ って,社 会 た おけ る支 配的 地位 を獲 得

す る に至 っ て い る。 いわ ゆ る経営 者 社 会 の到 来 で ある。 同時 に,近 代企 業 で

経 営 者 が専 門 家 と して 直接 に担 当す る経 営 管理機 能 もまた高 度 に複 雑 化 し,

特 殊 の熟 練 を要 す る よ うにな っ た。経 営 者 は,し た が っ て,管 理 者 として の

熟 練 者 で あ り,管 理技 術 者 で な くては な らな い。/

ビ ジネス ・ス ク ー ルは ,以 上 の よ うな 社会 的 経 済 的 な 事情 を背景 と して 出

現 した 専 門経 営 者 の養 成 機 関 で ある。 しか し,多 様 な 管理 者教 育が ア メ リカ

にお い て特 に さか ん にな っ た理 由 と して は ,以 上 の 事情 の他 に今一 つ ア メ リ

カ人 気質 に負 う ところが 大 きい と考 え られ る。 ア メ リカ人 の物 の考 え方 は,

実 用主 義 に立 脚 してい る。 この影 響 を受 け て,ア メ リカの経 営 学 は経 営 問題'

に関 す る実 際 的 な処 理 の 観 点 を重視 す る実 践 的経 営 学 と して確立 され て きた。

そ れ は 大規 模 経 営 を合理 的 に運営 す る専 門経 営 者 を育成 す る ため の学 問 であ

り,そ の た め の経営 管理 の科 学 で ある。 そ の創 始 者 は テ イ ラーで あ り,彼 の

科 学 的 管理 法 が 出発 点 とな っ た6テ イ ラーの技 法 は,は じめは工 場 内部 の労

務 管理 の問 題 か ら出 発 した が,そ の後,そ の後 継者 た ちに よっ て ,し だ い に

財 務,販 売,購 買 な どの業 務 分野 に も及 ぶ よ うにな り,遂 には企業 の全 経営

部門 に対 す る管理 の科 学 に まで拡 大 発展 した。 テ イ ラーの科 学 的 管理 法 で特
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に注 意 しな くて はな らな い こ とは,そ れ が テ イ ラー 自身 が1職 工 と して工 場

で働 い た経 験 に基 づ く もので,単 な る頭 脳 の産物 で は なか っ た事実 で ある。

科 学 的管 理法 は,従 来 の成行 管 理 と異 な り,一 定 の原 理 に立脚 した制度 また

は体 系 で ある。 テ イ ラー は,こ の こ とを特 に強調 して,「 過去 に お い て は,

人 間 が第1で あっ た。 しか し,将 来 は シス テ ムが 第1で な けれ ば な らな い」

と述 べ て し(る。 ま た,彼 の課 業 管 理(taskmanagement)は 「高 い賃 金 と

低 い労 務 費(highwagesardlowlabourcost)」 を労 務 者 と雇 用者 に

約 束 した。 明 確な 功 利的 目 的 をか か げ た の で ある。 テ イ ラー の弟子 ¢ あ.るギ

ル ブ レス の作 業研 究 もまた ま こ とに実証 的 で あった。 この よ うに して 始 め ら
へ け

れ たア メ リカ経 営 学 の実 用性,功 利性,経 頴桂 ㌻ 実 証 性,シ ス テ ム性,労 務

管 理 中心 主 義 な どの属性 に加 え て,「 事実 に おい て生 産手 段 を管 理 している∫

経 営者 こそが実 質 的 な社会 的 支 配 者 で ある とす る ア メ リカ社 会 の認識 が,支

配 者 へ の登 竜門 と して の ビジ ネス ・ス クー ル や各種 管 理 者教 育 を準備 し,そ

の 内容 を決 定 し,こ れ に対 す る企 業 人 の殺 到 を もた らした,〉 と解 釈 す る こと

が で きる。

ハ ーバ ー ド・ビジ ネ ス ・ス ク ール の 管 理 者教 育 プ ログ ラム ハー バ ー ド ・ビ

ジネ ス ・スク ール では,既 に述 べfZ .AdvancedManagementProgramの

ほ か に幾 つ か の経 営 者,管 理 者 向 け の短 期 講 座 を提供 して い る。 これ らの講

座 は大 体経 営 職能 や 産業種 類 ご と に分 け て設 定 さ れて お り,次 の よ うな 特徴

を有 してい る。

・ケー ス ・ス タデ ィ方 式 に よる こ と。 この学 習方 法 は実 際 的 な 問題 解決 能 力

の 養成 に最 も効果 が あ る と考 え られ て い る。

・討 論 方式 で学 習 を進 め る こ と。 最 初 は幾 つ か の小 グ ルー プご とに,次 に ク

ラス全 体 で討 議 す る。 発表 能 力 は 管 理者 に とって不 可 欠 の能 力 とされ る。

・合 宿研 修 方式 を とっ てい る こ と。 受 講者 が 研 修期 間 を通 ず る共 同生 活 の 中
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か ら意 見 や 経 験 談 を 交 換 し,相 互 に協 力 し刺 激 し合 い,団 体 と して の 意 志

を ま と め 上 げ る 過 程 を重 視 して い る わ け で あ る 。

次 に,現 在,提 供 さ れ て い る 講 座 を 簡 単 に 紹 介 す る。 若 手 管 理 者 の た め の

ProgramforManagementDevelopment(14週)。 国 際 的 企 業,多

国 籍 企 業 の 上 級 管 理 者 を 対 象 と し,ス イ ス で 開 か れ,日 本 人 の 参 加 者 も少 な

くな いlnternationalSeniorManagersProgram(8週)。 年 商

1,500万 ドル(約45億 円)に 満 た な い,資 本 的 に独 立 した 中 規 模 企 業 の

所 有 経 営 者 ま た は 役 員 取 締 役 を対 象 とす るSmallerCompanyManagem-

entProgram(3週 ×3)。 保 健 衛 生 分 野 の 方 針 決 定 者 の た め のProgr-

amforHea1'thSystemsManagement(6週)。 大 学 の 高 級 管 理 職 向 け

の ・
.学 校 経 営 問 題 楠 門 臓 扱 う1…i・ …f・ ・Ed・ca・i・n・IM・n・7

gement(6週)。 販 売 部 門 管 理 者 の た め のMarketingManagement(25

週)。 財 務 部 門 管 理 者 の た め のCorporateFinancialManagement(3

週)。 計 算 機 室 の 管 理 者 の た め のManagingtheComputerResource

(2週)。 製 造 部 門 管 理 者 の た め のManufacturinginCorporateS-

trategy(2週)。 農 場 経 営 者 や 食 品 加 工 販 売 会 社 の 管 理 者 の た め のAgr-

ibusiness:FutureTrendsinManagingIntegratedFirmsin

theFoodIndustry(4日)。 百 貨 店,ス ー ・c－ な ど・」・売 業 の経 営 者,管

理 者 の た め のSeminarforTopManagementinRetailing(4日)。

次 に,当 研 修 セ ン タ ー に も関 係 が あ る の で,ManagingtheComputer

Resourceコ ー ス の 内 容 に つ い て 少 し詳 し く紹 介 す る。

MANAGINGTHECOMPUTERRESOURCEコ ース の 概要5人

の 教授 陣 に よ り,事 例研 究 と講 義 の 組合 せ で,コ ン ピ ュー タ関係業 務 の管 理

の 問題 を中心 に取 扱 う,2週 間 の コ ース で あ る(受 講料$1,500)。 目的 は

あ くま で も管 理 の 問 題 で あっ て,計 算機 の ハ ー ドや ソ フ トの技 術 問題 を扱 う

もの で は な い。
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・ カ リ キ ュ ラ ム

1・
.hf・mi… … ～yst・lmsPft・['mlngl
ntegratingiheinfOrmnt .ionSyStemSPIanWithCOrpOrate

strategy

Preparati… 『i・f(・mati・nde・el・pmentp!ans

Privacyanddatabanks

Tele(:on)inunicationsprocessin9

2・lnf・m・ ・ti・nSystemsO・ga・ …・・{i。n

Centralizeddatacentersvs .decentralizcdoperations

Relationshipbetweencompanyorganizationstructure

and[DPorganizationstructure

Designingandmanagingchallgeinorganizationstruc-

turewithin[DP

TheroleoftheEDPsteeringcommittee

3・EDPAdminist・ali・nandManagement

Designofcostcontrolarldinternalcontrolswithinthe

[Dl.)organization

Hardware/softwareselectiondecisions

Monitoringthetechnologicalenvironment

Databaseadrninistration

∧PProprigltemanagementstylesandapProache～to

humanrelationsilltheEDPcontext

Selection,motivationandevaluationofEDPprofes -

sionalsandIlon-profe∬ionals. 、

∧uditingandinternalsecuritY

4・Derigrt・`lnf・rmati・nSystemsg

Thec・mp・t・ ・a・ani・st・ument・fcha・ge

Slructure,useandimplementationof .computer-based

models

・OrganizationandmanagemelltofapPlicationsprojects

・justifyingsystemproposalf
.・ ぜ

・受 講 資 格

計算機 で作成される報告書 を受取 る上級管理者、と計算機業 務の管理者。
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一77一



COmPl.lt.lr:1rA3:・C}、 ゴ.亡C:(rt・!,i:ごe-H二rdUare
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,

Gibson/Nolal1,IIBR,J烈n.-Feb.IL974

LaughVonService ,Corporation

BlrchPaperCompany
1`

WhatKindofHanagementControlDc)YouNeed,1?

R.F.Vanci1,HBR,Mar.一 ・April1973

t'PersonalPrivacyVersu
.s;theCorpOrateCOmputer",

Goldsteよn/Nolan,HBR
,March-Apri1,1975

s'LaneBry《 皿t

-K'!:):ansan]erica!
、∧pndεh1

4-173…060

9一 ユ.7!-・397

3-=L70・ ・OO5

9～175-238

9～175-276

NotRe!eag,o-cl

NotReleased

9-173-003

9-172-307

9-275-140

9-175-264

HBRReprint

9-172-302

9-158-・001

HBRReprirtt

HBRReprint二

★Tobedistributedseparately

・教 材

1975年 の コー ス では,表 の通 りの事 例 と論 文 の 印刷 物 が渡 され た。 全 部

で57冊,厚 さ に して6セ ン チほ どに な る。 これ を2週 間 で読 む の は、うん

ざ りとい う気 が しない で もな い。

すば らしい環境 ハ ー バ ー ドを訪 れ て一 番 喫驚 したの は,そ の美 しい風景 で
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あ る。 どち らを 向 い て も一杯 の緑 の 中に 白亜 や煉 瓦 色 の大学 の建物 が 見え隠

れ,彼 方 には水 面 を銀 色 に光 らせ て川 が ゆ る やか に うねっ て い る。 しっ と り

と落 着 い た空 気 が た だ よい,キ ャンパ スそ の もの が 公園 の よ うな環 境 にな っ

て い る。 これ ほ ど美 しい大 学 は 日本 には な いの で は ないか 。 こ うい う所 で学

ぶ こ との で きる人 は羨 ま しい と思 った。

追記 本 稿 を書 きお え た後,中 公 新 書 の 土 屋 守章 著 「ハ ー バ ー ド ・ビジネ ス ・

ス ク ー ル にっ い て 」 を読 む機 会 を得 た。 ス ク ール の性 格 や ケ ース ・メソ ッ ド

のや り方 な ど詳 し く紹 介 され て お り,非 常 に興 味深 か っ た。
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StanfordBusiuessSchoo1

ス タ ン フォー ド大学 は,サ ン フ ラ ン シス コか ら南 へ車 で45分,ゆ るや か

な起 伏 の丘 陵 に囲 まれ た 敷地 の 中 に あ る。 キ ャ ンパ ス 面積 は9ρ00エ ー カー

(1,100万 坪以 上),大 学 創 設(1885年)以 前 は競 走馬 育 成 の牧 場 で,今 で も

そ の 面影 を随所 に残 して い る。 この ひた す らに明 る くきさ くで広 々 と した環

境 に あ こがれ て,こ の大 学 に学 ぶ 学 生 も少 な くない とい われ る。 ビジ ネス ・

ス クー ル は キ ャ ンパ ス 内 に点 在 す る沢 山 の 建 物 の 中 の しよ う しゃ な4階 建 の

建 物 で,教 室 は,学 生 間 の意 見 の交 換 が容 易 な よ うに,半 円形 の階 段 教 室 に

な っ てい て,広 々 と した中 庭 か ら明 るい陽 の 光 が 流 れ込 ん で くる。 ビジネ ス

・ス クー ル専 用 の
、計 算 セ ン ター が 地 階 に あ り,計 算 機(HP2000F)に は

30台 を超 え る端末 が つ な がっ て い る(資 料1参 照)。

ビジネス ・ス クー ル は学 士 号 取 得 者(graduate)を 対 象 と して2年 間 で

実 践 的 な企 業 学 を伝 授 す る こ と を 目的 と して お り,そ の修 了 者 にはM.B.

A.(MasterofBusinessAdministration)の 学 位 が与 え られ る。

入 学 資格 と して,ど の学 部 を 出 たか とい う こ とは 問 題 に な らない。 教 養 学 部,

理学 部,工 学 部 な ど,い わ ゆ る経 営 学 とか 商 学 な ど とは 無 縁 の学 部 の修 了生

が多勢 い る わけ で あ る。 した が っ て,大 学 で経 済 学,経 営 学,会 計学 な ど を

学 ん だ人 々が更 にそ め 専 門 を深 く学 ぶ た め に は,む しろPh.D.の 資 格 取

得 を 目的 とす る別 の進 路 を とる こ とが多 い。 日本 か らの 留学 生 の場 合 は,経,

済 学 部 や 経 営学 部 の卒 業 生 が ビ ジネ ス ・ス クー ルへ 進 む ときの利 点 の大 きな

1つ は,内 容 的 に 既 に学 ん だ こ とを も う1度 英 語 で聴 くこ とに よっ て ビジ ネ

ス ・ス クー ル の最 初 の1年 が 恰 好 の 準備 段 階 に な る こ とで あろ う。 入 学 許 可

の決定 は志 望 者 の経 営 者 と して の素 質,学 業 成 績,学 習意 欲,入 学 試 験 の成

績 を参 考 と して なさ れ る。 外 国人 留学 生 の場 合 は,ア メ リカの学 士号 に 相 当

す る学 業 の 履 習 の修 了 を条 件 とす るが,さ らに 英 語 の 試験 に合 格 す る こ とが
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必 要 で あ る。 入 学 資 格 と して 出 身 の学 部 の種類 を問 わ な い こ とは 既 に述 べ た

が,し か し,学 部 にお い て,基 礎的 な数 学,ま た で きれ ば統 計 学,経 済 学,

心理 学 を 習得 して い る こ とが望 ま しい とされ る。

ア メ リカの大 きな大 学 の 多 くは ビジネス ・ス ク ー ル を もっ てい るが,大 学

に よっ てそ の教 育方 法 は そ れぞ れ特 徴 が あ る。 そ れ は,多 くの場 合,ハ ー バ

ー ド方 式
,シ カ ゴ方 式,ス タ ン フナ ー ド方 式 の3つ に 代表 さ れ る といわ れ る。

・こ一 バー ド方 式 は徹 底 的 な事 例 研 究 と討 論 の繰 り返 え しに よ り全般 管 理 者(

generalmanager)と して の現 実 的 な分 析 力,判 断 力,説 得 力 の 滴養 を 目'

的 とす るの に対 し,シ カ ゴ方式 は む しろ講 義 中心 で理 論 の 理 解 に重 点 が置 か

れ,公 認 会 計 士 の よ うな ス ペ シ ァ リス トに な る の に適 して い る よ うで あ り,

ス タ ン フォ ー ド方式 は この 両者 の 折衷型 で ある とい わ れ る。

ビジ ネス ・ス クー ル の 目的 は専 門経 営者 の 育成 で あ り,そ のた め に分 析 能

力,業 務 執 行能 力 の 養成 に 重点 が置 か れ る。 ビジ ネス ・ス クー ル では,い わ

ゆ る猛 勉 強 が要 求 さ れ る。 留学 経 験 者 の 感想 に よれ ば,彪 大 量 の教 材 を こな

さ なけ れ ば な らない し,こ の2年 間 は とて もゆ っ く り遊 ぶ 暇 は な く,20代

の体 力 で なけ れ ば とて もつ いて 行け な いそ うで あ る。 通 常1週 間 に5科 目20

時 間 の 授 業 が 行 わ れ る。1科 目の授 業 は週 に2回 あ り,1回 が2時 間 で あ る。

この1回 の 授 業 のた め に 学 生 は平 均4時 間 の 予 習 を しなけ れ ば な らな い。 ス

クー ル では,経 営 活 動 の 知 識,経 済 的 ・政 治 的 ・社 会 的 な企 業 環境 の理 解,

業 務 執 行 者 と して の行 動 技 術 な どが学 習 の 中心 で あ る が,意 志 決定 の手 段 と'

して定 量 的 手法 や計 算 機 技 術 の習 得 に も相 当 の考慮 が 払 わ れ て い る。

教 授 方 法 に は効 率 よ く 目的 を達 す るた め に い ろ い ろ な方 法 が採 用 され て い

る。 講 義,演 習,見 学,小 グルー プ別 プ ロ ジェ ク ト,個 人 的 な研 究 な どのほ

か に,事 例 方式 と マ ネ ジ メ ン ト ・ゲー ムが よ く用 い られ る。 事 例 方 式 は,経

営 者 に 不 可 決 の 分析 判 断 能 力の 開発 に極 め て効 果 的 で あ る とさ れ て い る。1

つ1つ の事 例 は す べ て 実 際 の企 業 で起 った 問 題 で あ り,学 生 た ちは時 に協 力

し,時 に競 争 関 係 に立 ち な が ら,解 決 策 を模 索 す る。 教 室 は 討 論 の場 とな り,
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分析 技 法 や 判断 内容 が検 討 さ れ,こ の 討論 を通 じて,自 ず か ら発 表 能 力 を身

に つ け,知 識 を体 得 す る こ とが で きる。 さ らに,こ の よ うに して 習得 され た

知識 は,マ ネ ジ メ ン ト ・ゲー ムの 提 供 す る擬示 環 境 に お け る意 志決 定 の 訓練

を通 して実 際 の 特定 問 題 へ の 応 用 力 を加 味 さ れ る。 た とえ ば,株 式 投 資 の マ

ネ ジメ ン ト ・ゲー ム な どは 代 表 的 な もの で あ る。

ス タ ン フォ ー ド大 学 ビ ジネス ・ス クー ル では,第1学 年 で16科 目,第2

学 年 で12科 目を原 則 的 に履 習 す る。M.B.A.の 学 位 を取 得 す るた め に

は,108単 位 が必 要 で,通 常,そ の うち60単 位 を第1学 年 で,48単 位 を

第2学 年 で 習得 す る(資 料2参 照)。

1974～75年 度 の 年 間 授業 料 は$3,600で,学 期(秋,冬,春 の3学 期 で

あ る)ご との分 割 納 入 が認 め られ る(資 料3参 照)。 な お,ビ ジ ネス ・ス ク

ー ル の レベル では 外 国人 留 学 生 の 利用 で きる奨学 金 制 度 は ほ とん どな い とい

って よい状 態 で あ り,ま た,法 律 に よっ て ア ル バ イ トは禁 じ られ て い る。

卒業 生 の活 動状 況 に つ い て の追 跡 調査 に よっ て3つ の事 柄 が 明 らか に なっ

た。 第1は,卒 業 生 が 自分 の仕 事 に意 義 を感 じ,満 足 して い る こ と,第2は,

平 均 初 任 給 は就 業 後5年 で倍 に,10年 で3倍 に な る こ と,第3は,卒 業 生

の 昇進 が きわ め て は や い こ とで あ る(資 料4,5参 照)。

資 料1:計 算機 設 備

ビ ジネス ・ス クー ル は専 用 の計 算 機 と してHewlett-Packard2000F

タ イ ム ・シェ ア シス テ ム を もっ て い る。 そ の構 成 は 図 の通 りで あ る。 この

シス テ ムには32台 の 端 末 を接 続 す る こ とが で きる。
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端末 の種類,使 用状況一覧

台数 台数 設置場所等 台数 機 種

17 TexasInstnmentsModel733teminal

25 計算室設置 4 Tektronix4010graphicterminal

4 mode133teletype

32

3 事務 局,図 書室 など特定 室で使用

3 教 授 用:ビ ジ ネ ス ・ス ク ー ル 屋 内 な ら ど こ

通 常電話回線 に よ
か らで も使 用可能

6
るdial-up式

3 学 内,学 外 どこか らで も使用可能 な携帯用

端末
.

1 他 の計算機 に接続

HP2000Fは タイ ム ・シェ ア計 算機 と しては廉 価 で高 信頼 で あ る とい われ

る。 この シス テ 々 吏用 で き る言 語 はBASIC鮒 で あ る・ 他 の 言 語 の使 用

や,よ り高 い性能 を必 要 とす る場 合 に は,大 学 の計 算 セ ン ター の ヲ ン ピュ一

夕(IBMSystem360/67)を 使 用 す る ことが で き る。

学生凄 授職 員には各自に計鱗 使用の・座が設けられ・使用者はそれ

ぞ れ に パ ス ワー ドを登 録 す る 。

各 ユ ー ザ ー は 約10,000バ イ トの ワ ー キ ン グ ・ス トー リ ッ ジ ・エ リ ア を 使 用

す る こ と が で き,ま た,デ ィス ク 上 に 一 定 限 度 の 容 量 の エ リア を 割 当 て られ

る0

1972～73学 年度(9月 開 始)Vatoけ る端末 の総 使用 時 間 は48,034時 間

で,30台 の 端末 の1台 当 り1日 の平 均 使 用 時 間 は4.4時 間 に な る(1年365

日rci計 算)。 使 用者1人 当 り年 間 平 均 使 用 時 間は46時 間 で あ る(使 用 者 数

1,058人)。



資 料2: カ リ キ ュ ラ ム

,Two・YearM.B,A,Curriculum

l974-75

・、tk。8糖、ξ1ぽ1濯;ぷ 三t言r隠㌫1撫:瓢:罐i[翌 認 ・鑑 識

簗瀬 勲 総総灘羅 藁繍藷
M・rk・ti・9M・nagel・c・tinth・wi・t・ …d・p・i・gqu・ ・t… .

・

FIRST-YEARREQUIREDCOURSES

AutumnCt`arter

200.EconomicAnalysis&

PolicyI

(alSOO∬ered、 ぬter

quarヒer)
210.ACCOunUngI

23LDataAnalysis(2

units)

250.IntroductiontoColn-

putcrTechnology(2

Units

261.DccisionSciencesI

270.Organizational13chav●

iOr(COntinUedintO

wnlt'erquarterfor6

1mits)

LVinter(》u〔'㎡er

211.AccOUIItingII

220.Busincssl7inance(also

ollcredtpringquar亡er)

240.MarketingManagcmellt

(alsooffercdspring

qu〔urter)
251.IntrodUctiontolIan-

agCmcntInformation

SystClns(2units)

262.DecisionScicncesII・

SpringQttarter
201.EconomicAmlysis&
PolicyII

SECOND-YEARREQUIREDCOURSES

・。1・,舞:,瓢鵠隠 語 、1蓋隠 認 識1}三 、s茎§搬 瀧 、1;1橿1謡駕6;漂5
vironmenしThesccourscsarcofi:credhlatlcasttwoofthcthrccquarters,.

ELECTIVESCHEDULE

ACCα ∠nting

311.CorporateAccounting&

FinancialReportin9

312.ExtcrnalAccounting

InformationEvaluation

313.N'fanagerialProblemsof

P{il)licAccountin9

314.Accountingfor

MamgementControl

315.AnalysisofAccoしznting

Systems

319.AccountingSemina「

Coml川tcrandlnformation

SyStems

366.lnformationSystems

Survcy

367A:InfomlationSystems

・Technology

367B.Managcment

InformationSystems

368.SystemSimulation

DccisiotiSciences

377.Labor.Managcmcnt

Relati(,nl

396.SenlhlarhlA.iinority

Ec《川OmicDevclOPlnellt

Fit}ance

『22]E
.Bug.ine∬Finance

320.E・loncy&Capital

Mai・kets

321.Investmcnt

Management

322.Fin…mcialIhstitutions

323.InternationalFinallce

329.Seminar加Finance

InternationalBusineぶs

301.111tcrnationalEcononi-

ics&PolicyAnalysis

323.111tcmationalFinance

33LEuropeanEconomics

394.Intemat:ionalBusine∬

395.SemillarillInteri】ational

Managcmellt

Organik".ationalBeha)ior

370.Managing}IUinan

Resources

371.C,rtreerPlanning

373.Minorities,Womel1

&Org,ani;ation

374.Interpersonal .Dynamics375
.Organizational

D.evelopmerit

376.ImplcmcntingCliange

illO1'ganizations

377.Labor-IIanagement

Relations

378.Implementation』

OtherColtrses

380.Tra,nsportationPolicy
383.ButinessLogistics
384.RiskManagement
385.Insurance
387.BusinessTaxation
388.PropertyDevelopment
&UrbanEnvironment

389.SeminarjnUrban
Transportation
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334.RcscarchMethodology

356.Planning&Controlof

OperatingSystcms

358.CorporatcModcls

360.DccisionSciencesIII

363.CompctitiveStrategics

364.DecisionAnalysis

365.Dcc▲sionSciencesin

thePublicSector

Ecω10mfoA泌rりsisαn`I

Pθ1fc∬

301.IntcmationalEconomics

&PolicyAnalysis

303.EconomicForccasting

304.UrbanFinance

309.1)11blic-Scctor

Economics

330.American、Vomanat

Wo1・k

331.EuropeanEconomics

332.ManagcrialEconomics

AJanag・mentoftheTot・z

Enterln'iso

350,Top-Managemcnt

Direction&Control

352.SmallBusiness

l'lanagCinent

353.ProcessofManagement

357.NewEnterprise

A{ana,gemcnt`

ハfarketin9

343.E.farketing&the

PublicScctor

344.MarketingRcsearch

345.MarkctlngModels

346.lfarke亡ingOperations

347.lIarketing

CommUnications

348.StratcgicPlanning

349.lfarketingScnlinar

393.PropcrtyDevelopment
&lnvcstnnentStrategy

397.PublicCorporation

LegalProblcms

PublicAfanagemcnt

230.UrballPoliticalProcess

304.Ur1)anFinance

307.Decision-Makillginthe

PublicSector

309.Public-Sector

Economics・

333A,B.PublicManagement

Worktllop

337.Public.SectorFinancial

N{anagem .ent

338.Public1)olicy

Implementation

359.IssuesintheHcalth

CareScctor

398.ManagementScience&

HigherEducation

.

姿 料3:、 学 費

1974～75学 年 度 に お け る学 費 推定 額 は独 身者 の場 合$6,900,子 供 の な い

既 婚者 の場 合$9,600で あ る。 積 算 の 根 拠 は 次 の通 りで あ る。

独身者 既婚者

授業料 $3,600 $3,600

借室料 900 2,200

食 費. 1,000 1,800

書籍,文 房 具,講 義 録 な ど 440 440

その他 960

$6,900

1,560
-

$9,600
、

資料4:

学生総数

MBA課 程

第1学 年

学生の実態(1974年)

第2学 年 ・

Ph.D.課 程

306人

303人

685入

'609人

76人
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外国人

女性

既婚者

年齢の中央値

年齢の範 囲

22才 以下

26才 以下

1年 以上の就業 経験 を有す る者

学部か ら直i接に進学 した者

学 部での専攻学科

社会科学,人 文科学

工学

自然科学

経 営学

資料5:MBAの 就業状況(1974年)

就業初任時 の平均年収

技術系学部 出身者

文科 系学部 出身者

入学 前就業年 数 と初任時平均年 数

入学 前の
百 分率 平均年収

就業年数

0-266$16,377

2-42517,451

-87一

16%

20%

35%

26才

20～40才

19%

69%

59%

25%

54%

25%

13%

8%

$17,477

16,477

年 収 の 上 ・ 下 限 額(注)

$10,000-26,000

11,500-22,680



そ れ 以 上919ユ4915,000-30,000

(注)下 限 額 に 近 い 年 収 は 非 営 利 団 体 の も の で あ る。

就職先職能分類

会 計

コンサルテ ィング

経営計画

財 務

総 務

販 売

法 律

その他

%

%

%

%

%

%

%

%

2

1

4

6

6

1

5

5

1
占

-

Q
O

1

1

就職企業規模

従業員数 100人 未 満

100-1,000人

1,001-5,000人

5,001-10,000'人

10,001-15,000入

15,001以 上

13%

22%

13%

15%

9%

28%
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JAIMS(JAPAN-AMERICA

Science)

InstituteofManagement

立設

者立設

目 的

組織

1972年1月13日

日米 の 政 財界 ・学 会 の協 力 の も とに 富士 通 株 式 会 社 が設 立 し

た,非 営 利 教 育法 人 と して の 現地 法 人 で あ るo

日米 相 互 に経 営 シ ス テ ム,ビ ジネ ス環境 を,共 通 の情 報 処 理

技 術 をベ ース に教 しえ あい,経 営 科学 の 考 え 方 を身 に つ け た

人 材 の育 成 を 目的 と してい る。

ハ ワイ側

COMMITTEE

日本 側

COMMITTEE

設 備

計 算機FACOM230-35

FACOM230-35

FACOMMATE

カ リキ ュ ラ ム

3つ の基 本 コー ス を もっ て い る。

日本 人 コー ス

日本人 の ビジ ネス マ ン,学 生 向 け で米 国 の経 営 シス テ ム,ビ ジネス環

境 の理 解 と経 営科 学 的分 折 方の修 得 を 目的 と し,英 語 に よる研 修 を行 う。

入 学 資格,高 校 卒 以 上。
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。 約5ヶ 月 間(年2回,1コ ー ス30名 ・)

イ ンター ナ シ ョナル ・コー ス

大平 洋 圏 を中心 と した諸 国 の ビジ ネス マ ン,学 生 を対 象 に,日 米 の経

営 シス テ ム,情 報 処 理 技 術 を基 礎 と した 経営 科 学 と日本 の歴 史 の理 解

約5ケ 月 ハ ワイで 研 修 つ づ い て 約4ケ 月の 日本 にお け る実 習 が あ る。

日本 語 の教 育 も同 時 に行 わ れ る。

ス ペ シャ ル ・セ ミナー

日米 の ビ ジネス マ ン及 び 日本 の 学 生 を対 象 と した短 期 セ ミナー

日本 人 コー ス ・カ リキュ ラ ム

(Americanmanagementprogram)

最 少必要 単 位

必須10単 位(150時 間)十 選 択13単 位(195時 間)

(1単 位 は15時 間 分)

'C
ourse

也

lC302

1C312

1B351

1B375

lB376

CM301

lB361・

IB362

lB369

Required'Courses

工itle

lntensiveEnglish

lnterculturalCommunicationll

ManagementSystemsintheU・S・

ContemporaryAmericanEconomics:

Problernsandlssues

CurrentSocialandPoliticallssues

inBusiness

lntroductiontoComputersand

Programmlng

TotaI

EIectives

lnternationalBusiness&Multinational

Enterprises

LegalEnvironmentoflnternational

Business

ComparativeManagementSystemsin

JapanandtheU.S.

Credit

Hours

9

1

2 .

1

1

3

17

2 .

2

3
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IB396

CM311

CM351

CM352

CM353

CM371

CM375

Rl459

Rl502

TheManagementGarne

SystemsAnalysisandSystemsDe3ign

ManagementlnformationSystems

ComputerSimulationinBusiness

PracticeinComputerSimulation

QuantitativeAnalysisforDecision

Making

lntroductiontoManagementScience

ResearchSeminar

EducationalTourofMainlandU.S.A.

3

3

(」

(」

3

?
∨
(∠

6
コ3

イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・ コ ー ス ・ カ リ キ ュ ラ ム

(Japanesemanagementprogram)

レ

最少必要単位

ホ ノ ル ル で

日本 で

24単 位

15・ 単 位

RequiredCourses

、

Course

No.

lC301

1C311

nc401

聾旧355

壬IB358

|B361

IB369

CM301

SCRl499

Title

Credit

Hours

lntensiveJapanese

lnterculturalCommunicationl

lntensiveJapaneseConversation&

Cu|tureofJapan

ManagementandOrganizationalBehavior

ofJapaneseFirms

JapaneseMarketingManagementand

lnternationalTrade

lnternationalBusiness&Multinational

Enterprises

ComparativeManagementSystemsin

.JapanandtheU.S.

lntroductiontoComputersand

Programming

MqnagementlnternshipinJapan

・Total』

9

1

3

3

3

2

3

3

ハ◎

33

祷OfferedonTokyocampusonly
.
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1B371

IB396

CM311

CM351

CM352

CM353

CM371

CM375

CM379

Rl459

Electives

HistoryofModernJapanand

lndustrialDevelopment

TheManagementGame

SystemsAnalysisandSystemsDesign

ManagementlnformationSystems

ComputerSimulationinBusiness

PracticeinComputerSimulation

QuantitativeAnalysisforDecision

Making

lntroductiontoManagementScience

ApplicationofManagementScience

ResearchSeminar

3

3

3

3

3

3

(
」

(
∠

(
」

6

ロ

　

-

(」

カ リキ ュ ラムに つ い て の説 明

(主 と して 北 里 副所 長 との 話 し より)

日本 入 コー ス では 英 語教 育 に も力 を入 れ て い る。 そ れ は こ こで は 日本 の ビ

ジネ ス マ ンに 米 国 の経 営 の あ り方,日 本 との違 い とい う面が 主体 に な っ て い

るの で,米 国 の生 活 を英 語 で行 う とい うベ ー ス が 必要 で あ るか らで あ る。 叉

講義 もハ ワイ大 学 の全 面的協 力 を得 て行 っ て い るの で英 語 が で きなけ れ ば ど

うに もな らな いか らで あ る。

又 イ ン ター ナ シ ョナ ル ・コー ス で は逆 に 日本 の経 営 の あ り方 をお して い る。

この コー ス で は 日本 に おけ る実 習 が4ケ 月 もあ るの で 日本 語教 育 に力 を入 れ

て い るo

こ この 特 色 は 日米 に お互 の立 場 をお しえ あ う形 な の で非 常 に ユ ニー ク な存

在 と して認 め られ つ つ あ る。 そ れ に いわ ゆ る学 校 では な い の で カ リキ ュ ラム

に も実験 的 な 面 を ど しど しと り入 れ られ るの で ハ ワ イ大 学 の先 生 の 中 で は こ

こで意 欲 的 な教 育 をや っ て か ら大 学 の講 義 に も ち こみ,そ の結 果 を又 こ こに

もち こむ な ど積 極 的 に と り くま れ る 方 が 多 い 。 又 日本 人 と米 国 人 の 考 え 方

の差 も あっ て先 生 の側 で も色 々 と面 白 い デー タ が とれ る。 た とえば ビジ ネス

ゲー ム をや っ て い るが,米 国 の学 生 だ とまず 利 益 を考 え るの に 日本 の学 生 は
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グ
弔

4

マ ー ケ ッ トシ アー を第 一 に考 え る。 シアー が伸 び れ ば利益 は あ とか らつ いて

くる とい う考 え方 ら しい。 又 不 況 の場 合 は米 国 の学 生 はす ぐ レイオ フをす る

の に,日 本 の学 生 は 極 力 ス タ ッフを残 してお い て ,次 の好 況 時 ま で ガ マ ンす

る,そ の とき に余 分 な人 に は極 力教 育 をす る とい う考 え 方 な どで あ る
。 どち

らが よい とか悪 い とい うこ とでは な く 日米 気 質 の 比 数検 討 が で きる とい う点

で先 生 も積極 的 に や っ て も らえ る。

以 」二の よ うな点 で こ この 将来 が た の しみ で あ る とい うお・話 しで あっ た。

又 日米 の情 報処 理 教 育 で は大 学 レベ ル では米 国 の 方 が進 ん で い るが 高校 レ

ベ ル では 日本 の方 が進 ん で い る。 ハ ワイでは 高校 以 下 の 情 報処 理 教 育 には あ

ま り積 極 的 で な い の で,地 域 の 中 高 校 に情 報 処理 教 育 の場 を提 供 す る仕 事 も

や っ てい る。 米 国 で は地 域 社 会 との交 流 が重 視 され るの で この 外 に も地 域 の

コ ミュ ニ ケー シ ンを重 視 した運 用 を して い る との こ とで あ
っ た。

1

ヨ

■
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この報告書は,日 本 自転車振興会の機械工業振興

資金に よる補助金の交付 を受けて実施 した 「昭和50

年 度情報処理教 育に関する調査研究等補助事業」の

一環 として作成 した ものです
。

t

、

禁 無 断 転 載

/

財 団 法 人 情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー

105 東 京 都 港 区 浜松 町2丁 目4番1号

(世 界貿易 セン タ ー ビル7階)

03(435)6511(代)
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返 却 期 限 票

○

○

○

最後 にある 日付があなたの返 却期限です。

遅 れないように期限内に返 却 しましょう。

続いて借 りたい ときは届け出て ください。
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